
十
九

世
紀

、
石

見
東

部
に

お
け

る
廻

船
活

動
と

経
営

に
つ

い
て

仲
野

義
文

は
じ

め
に

江
戸

時
代

後
期

の
石

見
国

東
部

に
お

け
る

浦
方

を
考

え
る

上
で

、
お

よ
そ

次
の

記

述
が

参
考

に
な

る
で

あ
ろ

う
。

渡
津

村
之

儀
者

、
高

弐
百

弐
拾

五
石

余
、

人
別

凡
弐

千
人

余
住

居
仕

、
海

岸
者

字
嘉

戸
塩

田
浦

、
地

方
者

本
郷

字
長

田
与

四
ケ

所
ニ

引
分

、
江

川
端

之
村

方
二

御
座

候
処

、
村

方
不

相
応

二
多

人
数

相
営

候
二

付
、

作
場

無
数

海
川

漁
業

又
者

諸
商

交
易

丁
持

運
賃

船
等

其
日

儲
之

渡
世

仕
候

ー

右
は

天
保

九
年

(
ー

八
三

九
)

頃
の

那
賀

郡
渡

津
村

の
様

子
を

述
べ

た
も

の
で

あ

る
。

こ
れ

に
よ

る
と

海
岸

部
の

渡
津

村
で

は
村

の
規

模
に

比
べ

て
人

口
が

多
い

こ
と

、

そ
の

た
め

作
場

が
な

く
、

よ
っ

て
漁

業
や

商
内

、
運

送
業

な
ど

で
得

た
日

銭
で

生
活

を
営

ん
で

い
た

こ
と

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

。
こ

う
し

た
状

況
は

渡
津

村
に

限
定

さ
れ

た
こ

と
で

は
な

く
海

岸
部

の
浦

方
で

は
共

通
し

た
実

態
と

い
え

る
で

あ
ろ

う
。

と
こ

ろ
で

、
こ

の
時

期
に

お
け

る
村

方
の

史
料

に
は

「村
方

不
相

応
」

と
い

う
文

言
が

見
ら

れ
る

。
た

と
え

ば
、

天
保

四
年

(
ー

八
三

三
)、

安
濃

郡
波

根
東

村
•

仙
山

村
の

両
村

役
人

か
ら

代
官

所
に

宛
て

た
願

書
二

に
も

、

•
安

濃
郡

波
根

東
村

・
仙

山
村

之
儀

、
村

方
不

相
応

人
別

多
分

居
住

罷
在

、
過

半

他
国

米
を

以
夫

食
相

凌
候

村
柄

二
御

座
候

所
、

春
以

来
米

穀
不

自
由

、
其

上
他

国
米

入
船

無
御

座
小

前
一

同
夫

食
差

支
難

渋
仕

候

と
あ

り
、

こ
こ

で
も

「村
方

不
相

応
J

に
多

人
数

で
あ

る
こ

と
が

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

に
は

銀
山

領
に

お
け

る
人

口
増

加
の

問
題

が
そ

の
背

景
に

あ
る

こ
と

は
い

う
ま

で
も

な
い

が
、

他
方

で
そ

れ
に

耐
え

得
る

産
業

の
発

展
や

社
会

的
基

盤
の

整
備

が
前

提
に

あ
っ

た
こ

と
も

見
落

と
す

こ
と

は
で

き
な

い
。

具
体

的
に

は
た

た
ら

製
鉄

に
代

表
さ

れ
る

よ
う

な
地

場
産

業
の

進
展

で
お

り
、

い
ま

一
つ

に
は

「他
国

米
を

以
夫

食

相
凌

」
と

の
文

言
に

あ
る

よ
う

な
流

通
機

構
の

問
題

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
鉄

な
ど

の
生

産
物

を
移

出
し

、
そ

れ
に

よ
っ

て
外

貨
を

獲
得

し
て

、
そ

こ
か

ら
必

要
な

諸
物

資
を

移
入

す
る

と
い

う
持

続
可

能
な

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、

そ
の

よ
う

な
流

通
機

構
の

確
立

が
「村

方
不

相
応

」
な

状
態

に
対

応
で

き
た

も
の

と
い

え
る

の
で

あ
る

。

さ
て

、
本

稿
で

は
こ

の
よ

う
な

地
域

存
立

の
基

盤
と

し
て

の
流

通
機

構
の

問
題

を

取
り

上
げ

て
考

察
す

る
も

の
で

あ
る

。
こ

こ
で

い
う

流
通

機
構

と
は

廻
船

業
の

こ
と

で
あ

り
、

と
り

わ
け

当
該

地
域

に
あ

っ
て

は
江

戸
後

期
以

降
に

活
発

化
す

る
。

本
稿

で
は

廻
船

業
の

活
動

に
注

目
し

、
商

品
流

通
の

実
態

と
廻

船
業

の
果

た
し

た
役

割
に

つ
い

て
以

下
に

若
干

の
検

討
を

行
い

た
い

と
思

う
。

第
一

章
廻

船
業

と
た

た
ら

製
鉄

石
見

国
で

は
十

九
世

紀
以

降
廻

船
業

が
発

展
し

、
廻

船
規

模
の

大
型

化
や

艘
数

の

増
大

が
進

む
と

い
わ

れ
る

三
。

こ
う

し
た

背
景

に
は

廻
船

経
営

に
お

け
る

買
積

形
態

の
進

展
と

、
鉄

•
紙

,
木

綿
な

ど
の

地
場

産
業

の
発

展
が

あ
る

こ
と

は
い

う
ま

で
も

な
い

。
事

実
、

越
後

国
出

雲
崎

の
問

屋
泊

屋
の

客
船

帳
四

に
お

い
て

も
石

見
国

の
廻

船
が

多
く

み
ら

れ
、

そ
の

入
津

数
も

ニ
二

三
件

に
も

及
ん

で
い

る
。

な
か

で
も

銀
山

領
の

和
江

浦
(四

一
)、

久
手

浦
(四

一
)、

鳥
井

浦
(三

一
)、

江
津

浦
(二

九
件

)、

湯
湊

•
神

子
路

(各
ー

〇
)、

大
浦

(六
)、

宅
野

(三
)、

今
浦

・
黒

松
•

福
光

(各

一
)

と
、

こ
れ

ら
浦

方
で

八
割

近
く

を
占

め
て

い
る

。
ま

た
、

主
た

る
積

荷
は

鉄
・

鋭
•

木
綿

・
半

紙
で

あ
り

、
こ

の
こ

と
か

ら
も

当
地

域
の

廻
船

業
の

発
展

と
か

か
る

地
場

産
業

と
の

関
係

性
が

指
摘

さ
れ

る
が

、
と

り
わ

け
銀

山
領

に
あ

っ
て

は
た

た
ら

製
鉄

と
の

関
係

は
紙

や
木

綿
等

と
比

べ
て

強
か

っ
た

も
の

と
い

え
る

。

さ
て

、
銀

山
領

内
に

お
い

て
も

領
内

の
各

所
に

^
場

が
存

在
し

た
が

、
た

と
え

ば

寛
保

元
年

(
一

七
四

一
)

で
一

〇
ヶ

所
、

天
明

七
年

(
一

七
八

七
)

一
四

ケ
所

、
文
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ー
ー

政
十

三
年

(
一

八
二

〇
)

一
五

ケ
所

、
天

保
七

年
(

ー
八

三
六

)
で

は
一

七
ヶ

所
と

五
、

時
代

を
追

っ
て

増
加

傾
向

に
あ

っ
た

こ
と

が
知

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
の

^
場

は
日

本
海

及
び

江
の

川
の

沿
岸

部
や

山
間

部
な

ど
に

所
在

し
、

そ
れ

ぞ
れ

地
理

的
な

ま
と

ま
り

を
も

っ
て

海
辺

筋
・

川
筋

と
区

別
さ

れ
た

。

全
体

の
生

産
高

に
つ

い
て

は
文

政
十

三
年

の
史

料
六

に
「

一
体

当
御

領
内

鉄
山

出

鋭
凡

三
万

駄
、

代
銀

凡
千

二
百

貫
目

、
此

売
捌

方
毫

万
駄

大
坂

為
登

、
宣

万
駄

九
州

辺
売

、
宣

万
駄

北
国

筋
売

捌
来

候
」

と
あ

り
、

年
間

に
鋭

で
三

万
駄

、
産

額
は

ー
ニ

〇
〇

貫
目

に
及

ん
だ

と
い

う
。

年
間

三
万

駄
に

つ
い

て
は

概
ね

妥
当

な
数

字
の

よ
う

で
、

た
と

え
ば

文
化

四
年

(
一

ハ
〇

七
)

の
史

料
七

か
ら

も
そ

の
こ

と
が

裏
付

け
ら

れ
る

。-
鉄

山
拾

五
ケ

所

ー
六

ヶ
所

之
内

オ
坂

^
之

儀
八

多
分

鍛
冶

屋
遣

と
し

て

拾
三

ヶ
所

但
臺

ケ
月

百
五

十
駄

と
し

て

此
出

来
鏡

弐
万

三
千

四
百

駄

弐
ヶ

所
但

臺
ケ

月
弐

百
駄

と
し

て

此
出

来
鋭

四
千

八
百

駄

出
来

^
合

弐
万

八
千

弐
百

駄

外
弐

千
五

百
駄

雲
州

分

合
三

万
七

百
駄

此
束

数
九

万
弐

百
束

此
払三

万
六

千
束

大
坂

・
泉

釜
屋

九
軒

遣
イ

鋭
、

毫
日

弐
十

束
に

し
て

年
中

弐
百

日
分

八
千

束

伏
見

江
州

釜
屋

遣
鋭

、
尤

大
坂

弐
軒

分
、 

凡
積

り
引

当

毫
万

弐
千

束

瀬
戸

内
・

九
州

釜
屋

拾
軒

二
し

て
、

毫
日

八
束

遣
年

中
百

五
十

日
分

六
千

束

年
中

北
国

行

小
以

六
万

弐
千

束

残
り

三
万

百
束

地
売

り
関

東
行

二
当

候
由

こ
れ

に
よ

る
と

、
銀

山
領

内
に

は
一

五
ヶ

所
の

釦
場

が
あ

り
、

年
間

の
鋭

生
産

量

は
二

万
八

二
〇

〇
駄

、
出

雲
分

(越
堂

鎖
•

吉
野

釦
)

を
含

め
る

と
三

万
七

〇
〇

駄

(九
〇

二
〇

〇
束

)
で

あ
っ

た
こ

と
が

わ
か

る
。

消
費

地
に

つ
い

て
は

大
坂

•
泉

で

三
万

六
〇

〇
〇

束
(四

〇
%

)、
伏

見
・

江
州

八
〇

〇
〇

束
(九

%
)、

瀬
戸

内
•

九

州
一

万
二

〇
〇

〇
束

(九
%

)、
北

国
筋

六
〇

〇
〇

東
(

ニ
ニ

%
)

で
あ

り
、

残
り

三
 

-

万
束

(三
三

%
) 

に
つ

い
て

は
地

売
り

と
一

部
が

関
東

行
と

な
っ

て
い

る
。
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ま
た

、
天

保
五

年
(

ー
八

三
四

)
で

は
総

高
四

二
五

〇
〇

駄
の

う
ち

、
国

囲
主

法
 

一

鋭
八

二
〇

〇
駄

(二
〇

%
)、

地
鉄

鋭
売

九
三

〇
〇

駄
(ニ

ニ
%

)、
大

坂
為

登
銚

ー

六
〇

〇
〇

駄
(三

八
%

)、
他

国
売

九
五

〇
〇

駄
(ニ

ニ
%

)
ハ

と
な

っ
て

お
り

、
こ

の
結

果
か

ら
領

内
で

生
産

さ
れ

た
鏡

の
六

、
七

割
程

度
が

大
坂

及
び

他
国

売
り

で
あ

っ
た

こ
と

が
指

摘
で

き
よ

う
。

銀
山

領
内

で
生

産
さ

れ
た

鏡
の

多
く

が
大

坂
及

び
他

国
売

り
で

あ
っ

た
が

、
も

と

よ
り

こ
の

流
通

の
担

い
手

は
海

岸
部

村
落

に
居

住
す

る
廻

船
業

者
で

あ
る

。事
実

「銚

鉄
之

儀
者

当
国

御
支

配
所

第
一

之
産

物
二

付
諸

廻
船

登
坂

之
節

外
品

積
候

船
茂

下
タ

荷
者

是
非

右
両

品
積

候
」

九
と

述
べ

る
よ

う
に

、
直

間
の

別
を

問
わ

ず
鉄

荷
に

依
存

し
て

い
た

の
で

あ
る

。
実

際
、

享
和

元
年

(
一

ハ
〇

一
)

と
文

化
二

年
(

一
八

〇
五

)

の
船

持
衆

を
見

る
と

、
前

者
が

九
二

名
、

後
者

が
七

八
名

と
な

っ
て

お
り

、
廻

船
業

が
海

岸
部

に
お

け
る

主
要

な
産

業
で

あ
っ

た
こ

と
が

窺
わ

れ
る

。



と
こ

ろ
で

、
銀

山
領

の
産

鉄
流

通
に

お
い

て
も

大
坂

市
場

が
大

き
な

比
重

を
占

め

た
が

、
同

市
場

で
は

十
八

世
紀

初
め

鏡
の

価
格

が
下

落
し

、
こ

れ
に

よ
っ

て
領

内
の

た
た

ら
製

鉄
の

経
営

が
不

振
に

陥
っ

て
い

る
。

こ
う

し
た

原
因

に
は

大
坂

市
場

を
め

ぐ
る

廻
船

業
者

間
の

過
当

競
争

、
さ

ら
に

仲
買

・
問

屋
に

よ
る

先
売

な
ど

の
不

正
な

取
引

が
あ

っ
た

。
た

と
え

ば
、

文
化

二
年

(
一

八
〇

五
)

三
月

、
鉄

山
師

一
四

名
か

ら
銀

山
方

役
所

に
提

出
し

た
定

書
に

も
「当

国
船

大
坂

表
鋭

鉄
積

登
候

節
、

銘
々

問

屋
相

対
商

内
二

口
銭

も
不

差
出

脇
々

二
小

宿
を

構
抜

々
売

捌
、

追
々

猥
り

二
相

成
、

所
々

鏡
鉄

沢
山

二
相

見
、

不
計

直
段

下
直

二
相

成
候

二
付

鉄
山

取
続

難
相

成
一

統
困

窮
二

落
入

候
」

」〇
と

あ
り

、
錠

価
の

下
落

が
大

坂
市

場
に

お
け

る
彼

ら
の

自
由

な
販

売
方

法
に

問
題

が
あ

る
こ

と
を

述
べ

て
い

る
。

ま
た

、
問

屋
の

不
正

に
つ

い
て

は
、

問
屋

共
不

実
意

二
相

成
中

買
直

段
相

知
セ

不
申

、
年

々
直

段
下

落
仕

難
儀

二
お

よ
び

候
間

船
頭

共
茂

心
を

配
り

、
尚

又
荷

主
直

キ
茂

登
坂

い
た

し
抜

々
聞

合
候

処
、

問
屋

共
客

船
未

タ
登

坂
無

之
内

登
り

荷
物

を
目

当
二

中
買

共
A

銀
子

取
出

シ
、

勿
論

直
段

後
日

付
二

取
極

候
由

二
而

弥
以

下
直

二
相

成
、

其
儀

者
不

存
船

頭
共

者
直

段
下

落
二

而
売

払
か

た
く

無
拠

問
屋

江
預

ケ
置

帰
国

い
た

し
候

得
者

、

荷
主

江
無

沙
汰

内
々

二
而

右
預

り
荷

物
売

払
候

儀
有

之
ニ

付
、

払
底

之
錠

不
道

利
二

追
々

下
落

仕
候

得
共

、
銅

師
共

身
元

薄
キ

ニ
付

出
来

鏡
国

元
二

積
置

候
儀

も
致

が
た

く
無

拠
積

登
セ

候
処

、
先

年
者

鋭
臺

駄
二

付
代

銀
五

拾
目

方
七

八
拾

目
迄

二
も

売
払

候
処

、
書

面
之

次
第

二
而

追
々

下
落

既
去

丑
春

中
才

三
拾

弐
三

^
二

引
下

二

と
あ

り
、

問
屋

に
よ

る
先

売
な

ど
の

不
正

の
取

扱
い

が
鉄

価
の

下
落

を
招

い
た

と
指

摘
し

て
い

る
。

何
れ

に
せ

よ
当

該
期

に
は

大
坂

市
場

に
お

い
て

統
の

供
給

過
多

と
い

う
状

態
が

起
こ

っ
て

い
た

も
の

と
推

察
さ

れ
る

。

そ
の

た
め

文
化

三
年

(
一

八
〇

六
)

七
月

に
は

、
鋭

の
流

通
を

規
制

す
る

目
的

と

し
て

鉄
山

師
と

船
持

衆
と

の
間

で
大

坂
鋭

売
捌

き
方

に
つ

い
て

議
定

を
取

り
交

わ
し

て
い

る
。

こ
の

議
定

書
.で

は
、

従
来

船
手

が
自

由
に

問
屋

を
決

め
て

取
引

し
て

い
た

も
の

を
改

め
、

伊
丹

屋
七

兵
衛

•薩
摩

屋
助

左
衛

門
•

麻
屋

治
兵

衛
・

石
見

屋
源

助
・

大
野

屋
伝

兵
衛

•
山

田
屋

彦
吉

の
六

軒
に

指
定

す
る

こ
と

、
ま

た
鉄

山
師

側
か

ら
は

惣
代

と
し

て
一

人
大

坂
に

派
遣

し
て

差
配

さ
せ

る
こ

と
な

ど
都

合
一

四
ヶ

条
を

申
し

わ
せ

た
。

た
だ

、
こ

の
議

定
は

す
ぎ

さ
ま

破
談

と
な

っ
た

た
め

、
文

化
八

年
(

一
八

ー
ー

)
に

再
び

次
の

よ
う

な
取

り
決

め
を

行
っ

て
い

る
ーニ

。
こ

の
取

極
書

で
は

大
坂

ば
か

り
で

は
鉄

売
捌

方
行

き
届

か
な

い
と

し
て

従
来

の
大

坂
直

送
り

を
改

め
て

一
端

赤
間

関
に

お
い

て
水

揚
げ

す
る

こ
と

、
そ

れ
に

あ
た

っ
て

赤
間

関
の

問
屋

を
石

見
屋

宇
兵

衛
に

指
定

し
て

世
話

さ
せ

、
口

銭
と

し
て

売
立

銀
の

二
歩

を
与

え
る

こ
と

、
さ

ら
に

大
坂

売
り

に
あ

つ
て

は
大

坂
市

場
に

お
け

る
鉄

価
格

の
動

向
を

見
て

連
賃

積
に

て
輸

送
さ

せ
る

こ
と

な
ど

、
二

六
ヶ

条
に

及
ぶ

取
決

め
を

結
ん

だ
。

な
お

、
鋭

輸
送

に
か

か
わ

る
条

文
と

し
て

は
「赤

間
関

積
船

之
儀

者
鉄

山
師

自
分

船
二

而
ハ

積
登

荷

物
引

足
不

申
節

八
差

配
人

任
差

図
仕

法
鏡

積
可

申
、

其
余

之
分

八
他

向
運

賃
船

相
雇

ひ
差

支
無

之
様

二
可

致
、

且
赤

間
関

行
運

賃
毫

駄
二

付
銀

弐
^

七
分

二
相

極
余

計
之

運
賃

取
遣

致
間

敷
事

」
と

あ
り

、
基

本
的

に
は

鉄
山

師
の

手
船

で
あ

り
、

余
分

の
あ

る
際

に
は

雇
い

船
を

し
、

連
賃

積
に

て
輸

送
さ

せ
る

こ
と

と
し

た
。

鉄
山

師
に

よ
る

錠
の

流
通

統
制

は
、

天
保

や
安

政
の

両
度

に
も

見
ら

れ
る

た
め

、
こ

う
し

た
統

制
は

後
期

か
ら

幕
末

に
か

け
て

断
続

的
な

が
ら

行
わ

れ
た

も
の

で
あ

ろ
う

。

こ
の

よ
う

に
大

坂
売

り
に

あ
っ

て
は

、
<

価
下

落
へ

の
対

応
と

し
て

鉄
山

師
に

よ

る
統

制
が

な
さ

れ
た

。
し

た
が

っ
て

、
廻

船
業

者
に

と
っ

て
大

坂
売

り
は

、
鉄

山
師

の
統

制
下

に
あ

る
の

み
な

ら
ず

、
そ

の
利

益
も

運
賃

の
み

に
限

ら
れ

て
い

た
。

そ
の

た
め

彼
ら

に
と

っ
て

は
勝

手
売

り
が

可
能

な
大

坂
以

外
の

地
に

活
動

の
場

を
見

出
す

必
要

が
あ

り
、

ゆ
え

に
当

地
廻

船
に

よ
る

北
国

・
九

州
へ

の
進

出
は

そ
う

し
た

背
景

の
-

端
を

示
す

も
の

と
も

考
え

ら
れ

る
の

で
あ

る
。
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出典 ① 文 政 一 三 年 「浦 差 出 明細 帳 」/ ② 天 保 2年 「四番 御 用 留 」、天 保4

第 1 表 : 大 浦湊 の 廻 船 数 の推 移 I
① 文 政 1 3 拜 ② 天 保 期 ③ 明 治 3 年

積 石 艘 数 % 積 石 艘 数 % 積 石 艘 数 %

50 1 11% 160 2 3% 20 5 25%

100 5 56% 130 1 4% 25 1 5%

110 1 11% 120 1 4% 30 3 15%

130 1 11% 110 2 8% 40 2 10%

250 1 11% 100 9 36% 60 1 5%

合 計 9 100% S0 3 12% 65 1 5%

70 1 4% 80 2 10%

50 4 16% 100 2 10%

40 1 4% 130 1 5%

30 1 4% 180 1 5%

合 計 25 100% 200 1 5%

合計 20 100%

年 「六 番 御 用 留 」、天 保 6年 「七 番 御 用 留 」、天 保 9年 (・九 番御 用 留」、

天 保 10年 「拾 番 御 用 留 」/ ③ 明 治4年 「廻 船 漁 船書 上 帳 」林 家 文 書

四

第
二

章
大

浦
湊

の
廻

船

ー
、

邇
摩

郡
大

浦
湊

の
概

要
と

廻
船

業

本
章

で
は

、
石

東
地

域
に

お
け

る
廻

船
活

動
を

、
邇

摩
郡

大
浦

湊
の

事
例

か
ら

考

察
す

る
。

大
浦

湊
は

、
同

郡
磯

竹
村

に
属

し
、

高
二

〇
石

二
斗

一
升

六
合

程
度

の
浦

方
で

あ

っ
た

が
、

江
戸

時
代

に
は

温
泉

津
湊

と
と

も
に

銀
山

領
の

年
貢

米
の

津
出

し
港

に
指

定
さ

れ
、

文
化

一
〇

年
(

一
八

一
三

)
に

は
土

肥
屋

,
大

黒
屋

・
小

浪
屋

•
越

前
屋

・

伊
予

屋
・

田
嶋

屋
•

丹
波

屋
•

因
幡

屋
な

ど
の

蔵
宿

が
存

在
し

た
一三

。

文
政

十
三

年
(

ー
八

三
〇

)
『浦

差
出

明
細

帳
」

一 四
に

よ
る

と
、

家
数

ー
ー

九
軒

、

人
別

は
男

五
三

三
人

、

女
四

八
九

人
の

都
合

ー

〇
四

ー 一人
で

あ
る

。
商

屋
は

二
三

軒
、

内
訳

は

酒
蔵

人
一

軒
、

瓦
師

ー

軒
、

醤
油

屋
二

軒
、

薬

店
一

軒
、燈

シ
油

四
軒

、

染
屋

三
軒

、
小

間
物

店

二
軒

、
雑

穀
仲

買
商

人

九
軒

、
問

屋
と

し
て

御

城
米

津
出

蔵
宿

八
軒

、

松
平

因
幡

守
•

松
平

出

羽
守

廻
船

宿
一

軒
、

諸

商
廻

船
問

屋
一

三
軒

が

あ
っ

た
。

こ
の

ほ
か

諸

職
人

と
し

て
家

大
工

五
人

、
船

大
工

六
人

、
畳

屋
二

人
、

鍛
冶

屋
・

桶
屋

•
塗

師
が

各
一

人
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
「当

湊
百

姓
農

業
之

外
、

男
八

漁
業

商
内

等
仕

候
、

女
ハ

海
草

を
捕

り
申

」
と

あ
り

、
、王

た
る

生
業

と
し

て
漁

業
が

あ
っ

た
が

、
か

か
る

漁
船

に
つ

い
て

は
ー

ー
〇

艘
を

数
え

た
。

さ
て

、
廻

船
に

つ
い

て
は

九
艘

が
見

え
、

そ
の

内
訳

は
ー ー五

〇
石

積
一

艘
、

一
三

〇
石

積
一

艘
、

ー
ー

〇
石

積
五

艘
、

五
〇

石
積

が
一

艘
と

な
っ

て
い

る
。

寛
政

三
年

(
一

七
九

一
)

に
は

一
五

〇
石

積
と

五
六

石
積

の
僅

か
二

艘
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
考

え
る

と
、

か
な

り
の

増
加

と
い

え
る

で
あ

ろ
う

一五
。

さ
ら

に
、

明
治

三
年

(
一

八
七

〇
)

に
な

る
と

二
〇

艘
と

な
っ

て
お

り
、

時
代

を
追

っ
て

廻
船

数
が

増
加

し
て

い
た

こ
と

が
知

ら
れ

る
。

た
だ

、
廻

船
の

規
模

は
文

政
か

ら
天

保
期

に
か

け
て

は
一

〇
〇

石
積

が
主

力
を

な
す

一
方

で
、

明
治

期
に

な
る

と
一

〇
〇

石
積

未
満

が
全

体
の

七

五
%

を
占

め
て

お
り

、
廻

船
の

小
型

化
が

顕
著

と
な

っ
て

い
る

。

二
、

乗
員

の
構

成

廻
船

の
乗

員
数

は
そ

の
規

模
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

大
浦

湊
に

あ
っ

て
は

多
く

が

ー
〇

〇
石

積
で

あ
る

た
め

船
頭

を
含

め
概

ね
三

人
程

度
で

あ
り

、
そ

の
構

成
は

船

頭
•

水
主

・
炊

が
一

般
的

で
あ

っ
た

一六
。

船
頭

に
つ

い
て

は
廻

船
を

複
数

所
有

す
る

船
主

の
場

合
で

は
別

に
沖

船
頭

を
雇

っ
た

が
、

多
く

は
船

主
自

身
が

船
頭

を
勤

め
る

直
乗

り
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
船

頭
以

外
の

水
主

や
炊

に
あ

っ
て

は
家

族
や

親
戚

な
ど

か
ら

雇
用

さ
れ

た

も
の

と
推

察
さ

れ
る

が
、

必
要

に
応

じ
て

他
村

か
ら

雇
用

す
る

場
合

も
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

た
と

え
ば

、
安

政
三

年
(

一
ハ

五
六

)
の

宗
門

人
別

帳
一七

に
よ

る
と

、
弥

右
衛

門
の

家
内

と
し

て
次

の
ご

と
く

五
名

の
水

主
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。
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第 2 衰 : 明治 3年 の 姻 船 の 所 有 状 況

船 名 帆散 積石 長 ・幅 •深 ( 丈) 船 主 船蘭 水主 水 主 水 主 水主

1 戎 子丸 12 100

2.92

1.12
太 田藤 十郞 太 田米七 林 万四郎 幸 田幅次 郎 永井格 三郎

0.11 大浦讓 神子路 浦 大浦湊 大 浦湊 大浦 漆

2 大 黒丸 14 177.6

3.30
太 田藤 十郎 船主 に同 じ 石 田裕 四郎 岸 田仁作 三 井小十 荒 木林 十

1.38

3.90 大浦湊 馬路浦 馬 路浦 馬路 浦 大 浦湊

3 春 日丸 12 130

3.05
柿 田新七 柿 田政太郎 三井源 市 三 井寅市 松 下常三郎

1.25

0.34 大浦湊 大浦漆 大浦湊 大 浦湊 温 泉津湊

4 春 日丸 10 60

2.50
柿 田新七 船主 に同じ 永見寅 吉 三原 友太郎

0.90

2.70 大浦 湊 大浦湊 大 浦湊

5 春 日丸 9 49.6

2.40
柿 田圓童 船主 に同じ 海塚 緊太郎

0.90

0.24 大 浦湊 大浦湊

6 順幸丸 11 67.5

2.70
布 引礫十 船 主に同じ 布 引服十 布 引源 九郎

1.00

0.25 大 浦湊 大浦湊 大 浦湊

7 恭徳丸 6 26

2.20 永 見3E七
船 主に同じ

永見的 次郎

0.78

0.18 大 浦湊 大浦湊

8 明徳 丸 7 39

2.5B 石播 和吉
船 主に同じ

石橋 文市

0.76

0.20 大 浦湊 大浦湊

9 福撼 丸 6 30

2.20 桑 原三 四郎
船 主に同じ

木下 惣太郎

0.78

O.SO 大 浦湊 大 浦湊

10 福 久丸 6 26

2.20

0 .78

荒 木源 六 …
船 主に同じ

荒 木文吉

0.18 大 浦湊 大 浦湊

11 加納 丸 6 26

2.20 土 肥八 郎太
千賀豊 三郎

土 肥作五郎

0.73

0,18 大 浦湊 大涌湊 大 浦湊

12 魚吉 丸 6 26

2.20 土肥治 市郎
船 主 に同 じ

土 肥吉太 郎

0.78

0.18 大浦湊 大 浦浅

13 嘉茂 丸 5 40

2.56 清 水長 +
始主 に同 じ

清 水 多平

0.76

0.20 大浦湊 神 子路浦

出典 : 明治4年「廻船 涌船書 上帳 」林 家文書
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六

持
高

三
石

五
斗

周
平

跡
相

続
人

ー
、

同
宗

 
同

寺
旦

那
 

弥
右

衛
門

辰
三

十
六

オ

中
略

宅
野

村
向

西
寺

旦
那

、 
同

村
住

人
別

紙

寺
請

状
主

人
方

へ
取

置
申

候

当
湊

正
定

寺
旦

那
、

宅
野

村
良

蔵
弟

別
紙

寺
請

状
主

人
方

へ
取

置
申

候

天
河

内
村

満
行

寺
旦

那
、

湯
里

村
住

人

別
紙

寺
請

状
主

人
方

へ
取

置
申

候

同
村

同
旦

那
馬

路
村

平
四

郎
弟

別
紙

寺
請

状
主

人
方

へ
取

置
申

候

同
村

同
旦

那
、

当
湊

住
人

別
紙

寺
受

状
主

人
方

へ
取

置
申

候

水
主

重
三

郎
同

四
十

五
オ

同

清
三

郎
同

廿
四

オ

同

紋
四

郎
 

同
 

三
十

五
オ

同

三
九

郎
同

廿
三

才

同

芳
太

郎
同

廿
五

オ

X
 

十
五

人
内

九
人

男

六
人

女

弥
右

衛
門

に
つ

い
て

は
詳

細
を

得
な

い
が

「周
平

跡
相

続
人

」と
あ

る
こ

と
か

ら
、

彼
の

後
継

者
で

あ
っ

た
こ

と
が

知
ら

れ
る

。
周

平
は

安
政

二
年

(
一

八
五

五
)

の
史

料
か

ら
一

ハ
〇

石
積

の
廻

船
を

所
有

し
て

い
た

こ
と

が
わ

か
り

、
右

五
名

の
水

主
は

そ
の

乗
員

と
し

て
雇

用
さ

れ
た

も
の

と
い

え
る

。
水

主
の

居
住

地
を

見
る

と
、

大
浦

の
ほ

か
近

隣
の

宅
野

•
湯

里
•

馬
路

な
ど

の
浦

方
で

あ
っ

た
こ

と
が

わ
か

る
。

ま
た

、
明

治
四

年
(

ー
八

七
ー

)
の

事
例

を
み

る
と

第
2

表
の

と
お

り
と

な
る

。

船
主

自
身

が
船

頭
で

あ
る

場
合

が
ニ

ニ
艘

中
一

〇
艘

で
、 

残
り

三
艘

が
沖

船
頭

で
あ

る
。

次
に

乗
員

の
関

係
で

あ
る

が
船

頭
と

水
主

が
同

一
苗

字
の

場
合

は
家

族
も

し
く

は
親

戚
で

あ
り

、
乗

員
構

成
は

こ
れ

ら
を

基
本

と
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

馬
路

•
神

子
路

な
ど

の
浦

方
か

ら
雇

用
さ

れ
た

も
の

と
指

摘
さ

れ
よ

う
。

三
、

交
易

圈
と

商
品

大
浦

湊
の

廻
船

も
東

北
の

酒
田

庄
内

か
ら

山
陰

・
九

州
•

瀬
戸

内
•

大
坂

ま
で

を

そ
の

交
易

範
囲

と
し

た
が

、
こ

こ
で

は
具

体
的

な
事

例
か

ら
考

察
す

る
こ

と
に

す
る

。

な
お

、引
用

す
る

史
料

は
林

家
文

書
の

天
保

十
三

年
(

一
八

四
二

)
「拾

三
番

御
用

留
」、

天
保

十
五

年
(

一
ハ

四
四

)
「拾

六
番

御
用

留
」、

天
保

十
五

年
「拾

七
番

御
用

留
」

の
三

冊
の

御
用

留
に

収
録

さ
れ

た
大

浦
船

表
番

所
に

提
出

さ
れ

た
廻

船
の

出
帆

・
帰

帆
の

届
書

写
で

あ
る

-八
。

ま
ず

、
前

出
の

周
平

の
活

動
で

あ
る

が
、

こ
の

時
期

彼
は

五
〇

石
積

と
一

八
〇

石

積
の

二
艘

の
廻

船
を

所
有

し
、

う
ち

五
〇

石
積

は
栄

五
郎

を
沖

船
頭

と
し

て
、

一
ハ

〇
石

積
は

直
乗

り
と

し
て

廻
船

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
左

の
史

料
で

は
天

保
十

五
年

四
月

か
ら

十
月

ま
で

の
活

動
の

様
子

が
窺

わ
れ

る
。

ra

書
付

を
以

御
届

奉
申

上
候

ー 
廻

船
 

百
八

拾
石

積
 

船
主

 
周

平

但
し

、
十

三
反

帆
 

船
頭

水
主

共
五

人
乗

臺
艘

右
者

越
後

新
潟

よ
り

米
積

受
、

当
月

五
日

出
帆

仕
候

、
夫

オ
同

六
日

佐
州

大
間

浦
江

塩
掛

り
仕

候
、

夫
片

七
日

出
帆

、
隠

岐
国

智
夫

理
江

同
十

五
日

入
津

、
夫

右
十

九
日

出
帆

、
同

廿
日

当
湊

江
帰

帆
候

、
夫

右
西

方
濱

田
目

当
二

廿
一

出
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
奉

申
上

候

辰
四

月
廿

一
日

 
大

浦
湊

船
主

周
平
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長

東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

大
浦

湊
舟

表

御
番

所

国
書

付
を

以
御

届
奉

申
上

候

ー 
廻

舟
百

八
拾

石
積

 
船

主
周

平

沖
船

頭
好

助

水
主

共
五

人
乗

右
者

出
羽

庄
内

酒
田

片
米

積
受

候
而

、
六

月
朔

日
出

帆
仕

、
夫

方
同

三
日

佐
州

小
儀

湊
へ

入
津

仕
候

、
同

四
日

出
帆

能
登

輪
嶋

へ
入

津
仕

候
、

夫
A

同
所

出
帆

当
湊

へ
十

五
日

帰
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
奉

申
上

候

六
月

十
五

日
 

船
主

周
平

長
 

東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

大
浦

湊
舟

表御
番

所

但
し

、
十

三
反

帆
 

船
頭

水
主

共
五

人
乗

右
者

濱
田

浦
よ

り
空

船
二

而
、

当
月

廿
八

日
出

羽
目

当
二

出
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
奉

申
上

候

辰
四

月
廿

八
日

 
大

浦
湊

船
主

周
平

長

東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

大
浦

湊
舟

表

御
番

所

回
乍

恐
書

付
を

以
奉

申
上

候

ー 
廻

船
百

八
十

石
積

 
大

浦
湊

周
平

船

回
書

付
を

以
御

届
奉

申
上

候

大
浦

湊
周

平
船

ー 
廻

船
百

八
十

石
積

右
者

今
般

鉄
少

々
積

受
九

州
江

心
さ

し
、

今
十

九
日

当
湊

出
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
奉

申
上

候
、

以
上

辰
 

大
浦

湊
船

主

十
月

十
九

日
 

周
平

同
長

兼
庄

屋

東
左

衛
門

同
年

寄広
右

衛
門

大
浦

船
表御

番
所

七
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八

こ
れ

に
よ

る
と

、
四

月
五

日
に

越
後

新
潟

で
米

を
積

み
入

れ
出

帆
し

、
佐

州
大

間

浦
、

隠
岐

国
知

夫
里

に
寄

港
し

、
同

二
十

日
に

大
浦

に
帰

帆
し

て
い

る
。

翌
日

、
浜

田
に

向
か

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
新

潟
で

の
買

米
の

販
売

の
た

め
か

と
思

わ
れ

る
。

同
二

十
八

日
に

は
浜

田
を

出
帆

し
再

び
出

羽
に

向
か

っ
て

い
る

。
出

羽
庄

内
酒

田
で

は
米

を
積

み
入

れ
六

月
朔

日
に

出
帆

し
、

佐
州

小
儀

湊
、

能
登

輪
嶋

に
寄

港
し

、
同

月
十

五
日

に
帰

帆
し

て
い

る
。

な
お

、
十

月
十

九
日

に
は

大
浦

湊
に

て
鉄

を
積

み
込

み
、

九
州

へ
と

向
か

っ
て

い
る

が
、

そ
の

後
の

詳
細

に
つ

い
て

は
不

詳
で

あ
る

。

九
州

に
向

け
て

は
弘

化
二

年
(

一
八

四
五

)
三

月
頃

に
も

出
帆

し
て

お
り

、
そ

の

節
に

は
肥

後
国

尾
.

W
で

米
を

積
み

入
れ

て
出

帆
し

、
銀

山
領

内
の

郷
田

•
黒

松
・

温

泉
津

の
諸

浦
で

販
売

し
、

三
月

晦
日

に
大

浦
湊

に
帰

帆
し

て
い

る
こ

と
が

、
左

の
届

書
に

よ
っ

て
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

回
以

書
附

御
届

奉
申

上
候

ー 
廻

船
百

八
拾

石
積

 
大

浦
湊

周
平

船

水
主

炊
共

五
人

乗

右
者

九
州

肥
後

国
尾

為
二

而
米

積
入

、
当

御
料

所
郷

田
浦

始
黒

松
、

温
泉

津
迄

二
売

捌
、

空
船

二
而

三
月

晦
日

当
湊

迄
帰

帆
候

、
依

之
此

段
御

届
奉

申
上

候

弘
化

二
己

巳
年

四
月

三
日

※
差

出
人

•
宛

所
省

略

次
に

船
主

源
次

郎
に

つ
い

て
で

あ
る

。
彼

は
ー

ニ
〇

石
積

の
廻

船
を

所
有

し
、

船

頭
に

平
兵

衛
を

雇
い

、
廻

船
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

届
書

で
は

天
保

十
三

年
八

月
五

日
か

ら
九

月
二

十
三

日
ま

で
の

動
向

を
窺

い
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

回
同

ー 
廻

船
百

廿
石

積
 

大
浦

湊
源

次
郎

船

沖
船

頭平
兵

衛

水
主

炊
共

三
人

乗

右
者

今
五

日
伯

州
内

方
ヲ

心
掛

出
帆

仕
、

依
之

此
段

御
届

奉
申

上
候

、
以

上

八
月

五
日

 
大

浦
湊船

主
源

次
郎

長

東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

同

相
田

伴
次

様

右
願

ー 
百

廿
石

積
 

前
同

断

先
ハ

先
般

御
届

奉
申

上
候

通
、

当
月

五
日

当
湊

出
帆

仕
、

同
七

日
伯

州
内

方
へ

入
津

仕
候

、
於

同
所

二
古

鉄
井

に
茶

綿
少

々
積

受
同

十
四

日
出

帆
仕

、
同

日
雲

州
三

保
関

江
入

津
同

十
五

日
出

帆
、

同
日

夜
四

ツ
時

当
湊

へ
帰

帆
仕

、
今

十
六

日
御

料
所

温
泉

津
心

掛
出

帆
仕

候
、

依
之

此
段

御
届

奉
申

上
候

、
以

上

寅
八

月
十

六
日

 
大

浦
湊

船
持

源
次

郎

同
長
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東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

相
田

伴
次

様

回
以

書
附

御
届

奉
申

上
候

ー 
百

廿
石

積
 

大
浦

湊源
二

郎
船

沖
船

頭
平

兵
衛

水
主

炊
共

三
人

乗

右
者

去
ル

十
六

日
御

当
料

温
泉

津
湊

へ
心

掛
ケ

出
帆

仕
候

段
御

届
奉

申
上

候
処

、
同

日
鉄

ケ
谷

鉄
山

へ
小

鉄
陸

揚
仕

、
同

十
七

日
御

当
料

久
手

浦
相

廻
し

同
所

滞
船

、
同

十
八

日
右

同
断

、
同

十
九

日
同

所
二

而
米

大
豆

積
入

、
今

廿
日

同
所

出
帆

、
同

日
辰

刻
当

湊
江

帰
帆

仕
候

、
依

之
此

段
御

届
奉

申
上

候
、

以
上

寅
八

月
廿

日
辰

ノ
刻

 
大

浦
湊

船
持源

二
郎

長
兼

庄
屋

東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

当
湊

御
番

所

御
詰相

田
伴

次
様

面
乍

恐
以

書
附

御
届

奉
申

上
候

ー 
廻

船
百

廿
石

積
 

大
浦

湊
源

二
郎

船

沖
船

頭
平

兵
衛

水
主

炊
共

三
人

乗

右
者

今
般

当
御

料
所

久
手

浦
二

而
米

大
豆

積
受

、
長

州
下

ノ
関

目
当

今
廿

五
日

当
湊

出
帆

仕
候

、
依

之
此

段
御

届
奉

申
上

候
、

以
上

寅
八

月
廿

五
日

 
大

浦
湊源

治
郎

同
長

兼
庄

屋

東
左

衛
門

同
年

寄広
右

衛
門

大
浦

湊
船

表

御
番

所

乍
恐

以
書

付
御

届
奉

申
上

候

ー
百

廿
石

積
 

当
湊

源
二

郎
船

沖
船

頭
平

兵
衛

水
主

炊
共

三
人

乗

右
者

当
御

料
久

手
浦

二
而

米
大

ス
積

受
、

同
月

廿
二

日
出

帆
、

廿
八

日
長

州
下

関
へ

入
津

、
廿

九
日

同
所

出
帆

、
九

月
六

日
芸

州
御

手
洗

江
入

津
大

ス
売

捌
、

八
日

同
所九
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出
帆

、
夫

方
備

後
尾

道
江

入
津

、
九

日
同

所
出

帆
、

十
日

備
中

玉
嶋

へ
入

津
、

十
ー

日
同

所
出

帆
、

十
二

日
尾

道
二

帰
着

、
同

所
二

而
米

売
捌

、 
同

所
二

而
塩

積
受

、
十

月
朔

日
同

所
出

帆
、

四
日

下
関

下
り

、
六

日
同

所
出

帆
、

七
日

石
州

濱
田

へ
入

津
、

九
日

夜
同

所
出

帆
、

十
日

朝
当

湊
江

帰
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
泰

申
上

候
、

以
上

寅
十

月
廿

二
日

 
船

持
当

湊源
二

郎

長
兼

庄
屋

東
左

衛
門

年
寄

広
右

衛
門

大
浦

湊
船

表

御
番

所

こ
れ

に
よ

る
と

、大
浦

湊
を

八
月

五
日

に
出

帆
、同

七
日

に
伯

州
内

方
に

入
津

し
、

同
所

で
は

古
鉄

・
茶

・
綿

を
積

受
け

、
十

四
日

に
出

帆
、

途
中

雲
州

三
保

関
に

寄
港

し
、

同
十

五
夜

四
ツ

時
に

大
浦

湊
に

帰
帆

し
て

い
る

、
翌

十
六

日
に

は
温

泉
津

に
向

か
う

た
め

出
帆

し
て

い
る

が
、

途
中

鉄
ケ

谷
鉄

山
に

砂
鉄

(小
鉄

)
を

陸
揚

げ
し

て

い
る

。
こ

の
砂

鉄
が

ど
こ

で
積

み
込

ま
れ

た
か

は
不

明
で

あ
る

が
、

伯
耆

に
て

積
み

入
れ

た
も

の
で

あ
ろ

う
。

同
十

七
日

に
は

久
手

浦
に

向
か

い
ー

ー日
間

滞
船

の
後

、
同

所
に

て
米

大
豆

を
積

み

入
れ

、
同

二
十

日
大

浦
湊

に
帰

帆
し

て
い

る
。

同
ー ー十

二
日

に
は

、
長

州
下

関
に

向

か
い

同
ー ー十

八
日

に
入

津
、

二
十

九
日

に
出

帆
し

、
九

月
六

日
に

は
芸

州
御

手
洗

に

入
津

し
て

久
手

浦
で

積
み

入
れ

た
大

豆
を

売
捌

い
て

い
る

。
八

日
に

同
所

を
出

帆
し

、

備
後

尾
道

、
備

中
玉

嶋
に

寄
港

し
、

十
ー ー日

に
は

再
び

尾
道

に
寄

港
し

て
い

る
。

同

所
で

は
米

を
売

捌
き

、
代

わ
り

に
塩

を
積

受
け

て
十

月
朔

日
に

出
帆

、
長

州
下

関
、

-
〇

石
州

浜
田

に
寄

港
し

、
同

十
日

朝
に

大
浦

湊
に

帰
帆

し
て

い
る

。

最
後

に
八

蔵
の

事
例

で
あ

る
。

彼
は

ー
ー五

石
積

を
所

有
し

直
乗

船
頭

と
し

て
廻

船

活
動

を
行

っ
た

が
、

左
の

届
書

か
ら

広
範

囲
な

交
易

の
実

態
が

知
ら

れ
る

。

御
届

奉
申

上
候

一
廿

五
石

積
廻

船
大

浦
湊

直
乗

船
頭

八
蔵

水
主

共
弐

人
乗

右
者

周
防

国
小

松
浦

二
而

塩
積

受
、

当
七

月
十

九
日

同
所

出
帆

、
同

日
長

州
赤

間
ケ

関
江

入
津

、
同

廿
一

日
同

所
出

帆
、

今
廿

三
日

当
湊

帰
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
奉

申
上

候
、

以
上

七
月

廿
三

日
 

大
浦

湊
船

主八
蔵

同
長

兼
庄

屋東
左

衛
門

同
年

寄

広
右

衛
門

大
浦

船
表御

番
所

因
御

届
奉

申
上

候

一
廿

五
石

積
廻

船
大

浦
湊

直
乗

船
頭

八
蔵
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水
主

共
弐

人
乗

右
者

今
般

塩
®

積
受

播
州

兵
庫

心
さ

し
、

当
十

二
日

当
湊

出
帆

仕
候

、
依

而
此

段
御

届
奉

申
上

候

辰
 

大
浦

船
主

八
月

十
二

日
 

八
蔵

同
長

兼
庄

屋東
左

衛
門

同
年

寄

広
右

衛
門

大
浦

船
表御

番
所

こ
れ

に
よ

る
と

、
天

保
十

五
年

七
月

二
十

三
日

周
防

国
小

松
浦

に
て

塩
を

積
受

け
、

途
中

長
州

赤
間

関
に

寄
港

し
、

同
二

十
一

日
に

同
所

を
出

帆
、

三
日

後
に

大
浦

湊
に

帰
帆

し
て

い
る

。
ま

た
八

月
十

二
日

に
は

大
浦

湊
に

て
塩

®
を

積
受

け
、

播
州

兵
庫

に
向

け
て

出
帆

し
て

お
り

、
わ

ず
か

二
五

石
積

程
度

の
小

型
廻

船
な

が
ら

山
陰

か
ら

瀬
戸

内
に

か
け

て
の

広
範

囲
な

交
易

を
行

っ
て

い
た

も
の

と
い

え
よ

う
。

以
上

の
よ

う
に

、
大

浦
湊

の
廻

船
活

動
は

酉
廻

り
航

路
を

基
本

と
し

て
い

る
点

で

は
他

地
域

の
場

合
と

同
様

で
あ

る
が

、
取

扱
い

の
商

品
と

し
て

は
主

と
し

て
米

・塩
・

鉄
で

あ
っ

た
。

と
く

に
米

・
塩

に
つ

い
て

は
他

地
域

か
ら

当
地

域
へ

の
移

入
を

目
的

と
し

た
も

の
で

あ
り

、
港

々
に

お
い

て
商

品
を

購
入

•
販

売
し

て
価

格
差

に
よ

る
利

ザ
ヤ

を
得

る
と

い
う

買
積

形
態

の
イ

メ
ー

ジ
と

は
異

な
る

様
相

で
あ

っ
た

こ
と

が
指

摘
で

き
よ

う
。

こ
う

し
た

背
景

と
し

て
、

-
つ

は
廻

船
経

営
自

体
が

零
細

的
で

あ
っ

た
こ

と
が

推
察

さ
れ

る
が

、
い

ま
一

つ
に

は
米

•
塩

が
当

該
地

域
で

の
最

大
の

需
要

品
で

あ
っ

た
こ

と
も

理
由

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
そ

こ
で

次
に

石
東

地
域

の
商

品
流

通
の

問
題

に
つ

い
て

見
る

こ
と

に
し

よ
う

。

四
、

廻
船

に
よ

る
移

入
商

品

大
浦

湊
に

お
け

る
商

品
流

通
の

実
態

を
窺

う
史

料
に

嘉
永

五
年

(
一

八
五

二
)

「大

浦
船

表
御

役
銀

受
取

書
押

切
帳

』
が

あ
る

。
こ

れ
は

一
ヶ

年
間

に
大

浦
船

表
番

所
に

お
い

て
徴

収
し

た
歩

一
運

上
の

受
取

帳
で

運
上

は
基

本
的

に
大

浦
湊

に
移

出
入

し
た

諸
商

品
に

賦
課

さ
れ

る
た

め
、

こ
れ

に
よ

り
当

湊
に

お
け

る
商

品
流

通
の

実
態

が
具

体
的

に
知

ら
れ

る
。

受
取

帳
は

納
入

者
ご

と
に

整
理

さ
れ

て
お

り
、

都
合

二
〇

名
の

記
載

が
あ

る
が

、

そ
の

な
か

に
は

平
右

衛
門

、
周

平
、

又
兵

衛
等

の
廻

船
業

者
の

名
も

見
え

る
。

こ
の

う
ち

第
3

表
は

品
目

ご
と

に
整

理
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

こ
れ

に
よ

っ
て

も
米

・
塩

が
最

大
の

移
入

品
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

。
さ

ら
に

、
比

較
の

た
め

安
濃

郡
鳥

井
村

の
事

例
を

み
る

と
、

第
4

表
の

と
お

り
と

な
る

。
同

地
で

も
米

・
塩

が
主

要
な

移
入

品
で

あ
り

、
お

そ
ら

く
廻

船
活

動
の

盛
ん

な
浦

方
で

は
同

様
の

傾
向

で
あ

っ
た

も
の

と
い

え
よ

う
。

こ
の

こ
と

か
ら

銀
山

領
の

廻
船

の
役

割
は

、
領

内
産

鉄
に

お
け

る
移

出
の

重
要

な

担
い

手
で

あ
る

と
同

時
に

、
他

方
で

は
米

や
塩

と
い

っ
た

当
地

域
で

必
要

と
さ

れ
る

諸
物

資
を

供
給

す
る

と
い

う
役

割
を

担
っ

て
い

た
も

の
と

い
え

る
で

あ
ろ

う
。
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第 3 表 : 大 浦 湊 での 麻 通 商 品 ¦

品 目 件数 数 畳

米 25 199.95 1 石

小俵塩 14 3599 俵

塩相物 12 423.68 賈

瓦 9 10480 枚

干鰐 6 539 俵

刻煙草 5 12.6 -

小豆 4 28,794 石

白砂糖 4 320 斤

薬種 3 7.5 駄

七島表 2 25 枚

小間物 2 5.5

小麦 2 10.7 石

酒 2 5.7 石

大豆 2 6.71 石

泰平櫃 2 9 つ

種油 2 1.2 石

肥後茶 2 0.34 石

出典 :嘉永5年「大浦船表御役銀受取書押切帳」
高木家文書 (石見銀山資料館蔵)

※件数 1 件の商 品は割愛

品 目 件数 数量

小俵塩 11 3400 俵 I
塩相物 10 131 駄 3 分 ¦ 3 厘

米 8 325 石 I
干解 ( 4 斗入) 6 327 駄 I
瓦 3 5200 枚 I
鋭 3 113 駄 3 分 ¦ 3 厘

白砂糖 2 500 斤 I
種油 (2 斗入) 2 6 挺 I
鉄 2 74 駄 3 分 ¦ 3 厘

酒 1 8 石 I
葉藍 1 15 駄 I
干相物 1 5 駄 I
薬種 1 4 駄 I
出典 : 出典 :元治元年 「鳥井船表御役銀取立見合帳」高
木家文書

ー
ニ

第
三

章
久

手
浦

竹
下

家
の

廻
船

經
営

本
章

で
は

、
安

濃
郡

波
根

西
村

久
手

浦
の

竹
下

家
に

お
け

る
廻

船
経

営
の

実
態

に

つ
い

て
見

る
こ

と
と

し
た

い
。

竹
下

家
は

久
手

浦
を

拠
点

と
し

た
廻

船
業

者
で

あ
り

、
幕

末
に

か
け

て
は

銀
山

領

邑
智

郡
酒

谷
村

の
保

関
銅

(慶
応

元
年

頃
)

一九
を

経
営

、
さ

ら
に

は
石

見
東

部
有

数

の
大

地
主

で
あ

っ
た

。
事

実
、

明
治

十
一

年
(

ー
八

七
八

)
『

石
見

国
地

価
全

書
』

二
〇

で
は

同
家

は
地

価
四

七
三

ー
ー

ー円
一

ー
銭

の
土

地
所

有
者

と
し

て
そ

の
筆

頭
に

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

す
で

に
明

治
前

期
に

は
多

く
の

土
地

を
集

積
し

、
石

見
国

の
有

力
な

地
主

で
あ

っ
た

こ
と

が
知

ら
れ

る
。

と
こ

ろ
で

、前
掲

書
に

よ
る

と
地

価
ー

万
以

上
の

土
地

所
有

者
は

三
六

名
あ

る
が

、

こ
の

う
ち

静
間

村
前

原
家

、
同

«
野

家
、

宅
野

村
藤

間
家

、
波

根
西

村
岡

田
家

、
鳥

井
村

石
田

家
、

刺
鹿

村
大

沢
家

な
ど

の
諸

家
は

何
れ

も
江

戸
時

代
後

期
か

ら
明

治
前

期
に

か
け

て
廻

船
業

を
営

ん
だ

家
で

あ
っ

た
。

こ
う

し
た

廻
船

業
者

に
よ

る
土

地
所

有
の

実
態

か
ら

、
廻

船
業

の
収

益
ば

か
り

が
強

調
さ

れ
、

そ
の

経
営

的
な

中
身

に
つ

い
て

は
必

ず
し

も
明

ら
か

に
な

っ
て

い
る

と
は

言
い

難
い

。
そ

こ
で

以
下

、
竹

下
家

の
廻

船
活

動
を

通
じ

て
経

営
の

具
体

に
つ

い
て

考
察

し
よ

う
。

二
、

住
吉

丸
の

交
易

範
囲

竹
下

家
は

、
弘

化
か

ら
明

治
時

代
前

半
に

か
け

て
住

吉
丸

・
春

日
丸

•
栄

昌
丸

・

日
昇

丸
の

四
艘

船
を

保
有

し
て

お
り

、
当

該
期

に
か

け
て

活
発

な
交

易
活

動
を

行
っ

て
い

る
ニ

〇
そ

の
う

ち
本

稿
で

は
住

吉
丸

に
つ

い
て

見
る

こ
と

と
す

る
。

な
お

、
住

吉
丸

の
詳

細
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
が

、
た

と
え

ば
越

後
国

出
雲

崎
の

泊
屋

の
客

船
帳

に
よ

る
と

、
そ

の
規

模
は

一
七

反
帆

と
あ

り
、

お
よ

そ
三

五
〇

石
積

程
度

の
規

模
で

あ
っ

た
こ

と
が

知
ら

れ
る

。
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さ
て

、
住

吉
丸

は
東

北
か

ら
山

陰
・

九
州

•
瀬

戸
内

•
大

坂
に

至
る

広
範

囲
な

活

動
を

行
っ

て
お

り
、

嘉
永

七
年

(
一

八
五

四
)

の
勘

定
帳

で
は

そ
の

寄
港

地
と

問
屋

に
つ

い
て

次
の

よ
う

に
み

え
る

。

北
 

国
…

羽
州

秋
田

(船
木

助
左

衛
門

)
•

本
庄

(能
登

屋
藤

四
郎

)
•

庄
内

酒

田
(伊

勢
屋

治
郎

右
衛

門
•

藤
屋

伝
右

衛
門

•
米

屋
善

七
•

平
田

屋

吉
郎

兵
衛

)
•

越
後

新
潟

(小
川

屋
長

右
衛

門
•

吉
田

屋
清

太
郎

)
・

越
後

出
雲

崎
(泊

屋
又

左
衛

門
)

•
佐

渡
小

木
(石

見
利

兵
衛

)
.

庄

内
加

茂
(秋

野
権

右
衛

門
)

山
陰

:
・伯

州
境

(酒
井

屋
万

四
郎

)
•

伯
州

外
江

(和
泉

屋
敬

左
衛

門
)

・
伯

州
米

子
(木

屋
彦

助
)

・
出

雲
(磯

右
衛

門
)

雲
州

荒
島

(重
兵

衛
)

・

石
見

温
泉

津
(木

津
屋

)
・

石
見

江
津

(城
構

六
郎

衛
門

)
•

石
見

浜

田
(出

羽
屋

•
»

津
屋

)
•

長
州

萩
(長

嶺
源

兵
衛

)
・

長
州

下
関

(石

見
屋

嘉
左

衛
門

)

九
州

.:
筑

前
博

多
町

(松
永

宗
左

衛
門

•由
岐

屋
徳

助
)

•
肥

前
唐

津
城

下
(横

浜
屋

惣
吉

・
綿

屋
新

兵
衛

)
・

肥
前

長
崎

(八
代

屋
栄

三
郎

•
越

後

屋
茂

三
郎

)
•

肥
前

島
原

(石
見

屋
増

左
衛

門
・

問
屋

庄
吉

)
・

肥
前

瀬
戸

(長
門

屋
松

次
郎

)
・

肥
前

天
草

富
岡

(伊
勢

屋
左

右
助

)
・

肥

後
小

嶋
(芦

北
屋

茂
平

治
)

瀬
戸

内
.:

尾
道

(石
見

屋
七

郎
兵

衛
)

•
備

中
玉

島
(西

綿
屋

利
右

衛
門

)

大
坂

:
•兵

庫
(最

上
屋

彦
左

衛
門

)
・

大
坂

長
堀

(新
宮

屋
惣

七
)

嘉
永

七
年

で
は

秋
田

を
北

限
と

し
て

九
州

で
は

肥
後

国
小

嶋
、

そ
し

て
瀬

戸
内

・

大
坂

と
い

う
一

般
的

な
北

前
船

が
辿

る
航

路
を

住
吉

丸
も

利
用

し
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
ま

た
、

嘉
永

五
年

(
一

八
五

二
)

に
は

老
州

郷
の

浦
(益

川
庄

兵
衛

)、
薩

州

山
川

(肥
後

屋
藤

兵
衛

)
•

同
鹿

児
島

(岡
部

勘
兵

衛
)

へ
も

寄
港

し
て

お
り

、
南

九

州
に

至
る

広
い

範
囲

で
の

活
動

が
行

わ
れ

て
い

た
も

の
と

い
え

よ
う

。

三
、

損
益

状
況

と
商

品
取

引

住
吉

丸
に

つ
い

て
は

、
弘

化
五

年
(

一
八

四
八

)
か

ら
明

治
九

年
(

ー
八

七
六

)

ま
で

の
経

営
に

か
か

わ
る

勘
定

帳
が

二
五

冊
も

残
さ

れ
て

い
る

。
こ

こ
で

は
そ

れ
ら

の
一

部
を

利
用

し
、

嘉
永

か
ら

文
久

に
お

け
る

同
家

の
廻

船
経

営
に

つ
い

て
考

察
す

る
。文

久
四

年
(

一
ハ

六
四

)
『住

吉
丸

勘
定

帳
」

に
は

、
嘉

永
五

年
か

ら
文

久
三

年

(
ー

ハ
六

三
)

ま
で

の
ー

ー
ケ

年
間

に
お

け
る

年
ご

と
の

損
益

状
況

が
記

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

を
整

理
し

た
も

の
が

第
5

表
で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
る

と
、

嘉
永

六
年

(
ー

八
五

三
)

か
ら

の
三

ヶ
年

間
で

は
損

失
を

計
上

し
て

い
る

も
の

の
、

そ
れ

以
外

の
年

は
概

ね
利

益
を

出
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

こ
の

う
ち

ー
〇

〇
両

以
上

の
利

益
を

上
げ

て
い

る
年

が
五

ケ
年

に
も

及
ん

で
お

り
、

竹
下

家
の

資
産

形
成

に
廻

船
業

が
大

き
な

比
重

を
占

め
て

い
た

こ
と

が
想

像
さ

れ
る

で
あ

ろ
う

。

次
に

、
実

際
の

商
品

取
引

に
つ

い

て
見

る
こ

と
に

す
る

が
、

こ
こ

で
は

安
政

二
年

(
一

八
五

五
)、

同
四

年
(

一

第 5 表 : 年 々損 益 勘 定 1
項 目 金 額 備 考

嘉 永 5 年 金 32 両 88 為 7 分 8 ¦厘

嘉 永 & 年 金 84 両 74 勾 1 分 1 ®

安 政 元 年 ▼ 金 69 両 58 勿 4 分 9 ¦H

安 政 2 年 ▼ 金 105 両 25 犯 7 分 5 ］厘

安 政 3 年 ▼ 金 150 両 32 勾 6 分 3 ¦厘

安 政 4 年 金 181 両 76 分 3 in

安 政 5 年 金 41 両 66 勾 6 分 3 ¦厘

万 延 元 年 金 42 両 93 勾 8 分 6 i厘 この 年 以降 新 造 の住 吉 丸

文 久元 年 金 266 両 52 処 4 分 U 厘

文 久2 年 金 140 両 87 勾 4 分 i

文 久3 年 金 591 両 16 列 4 分 9 ¦厘

出典 : 文 久4 年 「住 吉 丸 勘 定帳 」竹 下 家 文 書 L ..U

一
三
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八
五

七
)、

文
久

三
年

(
一

八
六

三
)

の
三

例
を

取
り

上
げ

る
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

行
論

の
都

合
上

、
安

政
二

年
と

文
久

三
年

を
先

に
、

そ
の

後
に

安
政

四
年

を
そ

れ
ぞ

れ
述

べ
る

こ
と

と
す

る
。

(
一

)
安

政
二

年
(

一
八

五
五

)
の

事
例

ま
ず

安
政

ー
ー年

で
あ

る
。

こ
の

年
住

吉
丸

は
、

臺
番

北
国

、
弐

番
越

後
、

三
番

北

国
の

三
度

の
航

海
を

行
っ

て
い

る
が

、
勘

定
帳

に
は

「卯
九

月
右

辰
正

月
之

両
度

難

船
致

」と
あ

り
、越

後
に

お
い

て
両

度
難

船
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

記
さ

れ
て

い
る

。

そ
の

た
め

本
勘

定
帳

で
は

三
番

北
国

に
つ

い
て

は
下

り
の

み
の

記
載

と
な

っ
て

お
り

、

お
そ

ら
く

登
り

に
つ

い
て

は
空

荷
で

帰
帆

し
た

も
の

と
推

察
さ

れ
る

。

さ
て

、 
当

該
年

は
難

船
の

事
態

も
あ

っ
て

収
支

で
は

損
失

を
計

上
し

て
い

る
。

ー

ケ
年

間
の

損
益

勘
定

を
示

す
と

、
第

6
,1

表
(表

は
文

末
に

す
べ

て
掲

載
)

の
と

お

り
で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
る

と
、

臺
番

北
国

上
下

に
お

い
て

金
一

七
両

三
二

忽
九

分
二

厘
の

利
益

が
あ

っ
た

も
の

の
、

二
番

、
三

番
で

は
何

れ
も

損
失

を
計

上
し

て
お

り
、

最
終

損
失

は
金

一
〇

五
両

ー
ー五

忽
七

分
五

厘
と

、
か

な
り

厳
し

い
経

営
状

況
で

あ
っ

た
こ

と
が

看
取

さ
れ

る
。

そ
こ

で
以

下
に

当
該

年
に

お
け

る
具

体
的

な
取

引
に

つ
い

て
見

て
み

よ
う

。

彦
番

北
国

(第
6

,2
表

参
照

)

下
り

で
は

、
前

年
十

一
月

で
島

原
に

て
仕

入
れ

た
黒

砂
糖

•
蟬

、
安

来
・

米
子

の

木
綿

、
鉄

(江
津

・
城

構
力

)、
長

浜
の

半
紙

を
積

荷
(こ

の
仕

入
代

金
四

ー ー五
両

六

四
»

一
分

八
厘

)
と

し
て

、
安

政
二

年
三

月
末

に
秋

田
に

到
着

し
て

い
る

。
同

所
で

は
船

木
助

左
衛

門
と

越
前

屋
茂

兵
衛

の
両

者
と

取
引

を
行

っ
て

い
る

が
、

多
く

の
商

品
は

船
木

氏
に

販
売

し
て

い
る

。
五

月
に

は
能

登
輪

嶋
に

て
宮

野
屋

与
兵

衛
、

ま
た

小
売

り
と

し
て

鉄
一

束
を

販
売

し
て

い
る

。
こ

の
販

売
代

金
は

金
四

五
五

両
九

九
免

ー
四

七
分

六
厘

と
な

り
、差

引
で

は
金

三
〇

両
三

五
^

五
分

八
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

な
お

、
損

益
の

内
訳

を
見

る
と

、 
鉄

・
半

紙
•

木
綿

で
利

益
が

あ
っ

た
も

の
の

、
黒

砂
糖

・
蝉

で
は

損
失

を
出

し
て

い
る

が
、

こ
れ

は
も

と
よ

り
仕

入
額

が
販

売
額

を
下

回
っ

た
こ

と
に

よ
る

。

対
す

る
登

り
で

は
船

木
助

左
衛

門
か

ら
白

米
三

二
二

石
五

升
八

合
五

勺
と

荏
粕

・

種
粕

ー
八

一
俵

を
金

三
二

三
両

四
二

鬼
七

分
六

厘
で

仕
入

れ
、

こ
の

う
ち

米
は

三
分

の
ー

ー程
度

を
石

東
地

域
の

久
手

・
温

泉
津

・
江

津
で

、
残

り
を

長
州

萩
に

て
販

売
し

た
。

ま
た

、
荏

粕
・

種
粕

に
つ

い
て

は
伯

州
境

の
酒

井
屋

に
預

け
置

い
て

い
る

。
こ

の
販

売
代

は
金

三
四

五
両

五
三

刃
五

分
四

厘
で

あ
り

、
差

引
で

は
金

ー ー二
両

ー
〇

勿

七
分

八
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

唐
番

北
国

上
下

の
利

益
は

金
五

二
両

四
六

^
三

分
六

厘
と

な
り

、
こ

れ
に

為
替

利
息

・
諸

雑
用

金
三

五
両

一
三

忽
九

分
二

厘
を

差
引

と
、

最
終

的
な

純
利

は
金

一
七

両
三

二
忽

九
分

二
厘

で
あ

っ
た

。

二
番

越
後

上
下

(第
6

,3
表

参
照

)

下
り

荷
は

、
前

年
十

一
月

仕
入

の
生

蝉
三

五
吼

、
当

年
五

月
仕

入
の

鉄
五

〇
束

で

あ
り

、
各

為
替

利
息

を
加

え
て

仕
入

額
は

金
一

七
七

両
三

二
忽

八
分

九
厘

と
な

っ
て

い
る

。
対

す
る

取
引

は
、

越
後

新
潟

の
小

川
屋

長
右

衛
門

に
生

蝉
三

五
吸

、
同

所
出

雲
崎

屋
伝

七
に

鉄
五

〇
束

に
そ

れ
ぞ

れ
売

り
払

い
、

切
出

し
三

一を
差

し
引

い
て

代
金

一
四

九
両

七
六

鬼
二

分
と

な
り

、
仕

入
と

販
売

の
差

引
で

金
二

七
両

五
六

忽
六

分
九

厘
が

利
益

と
な

っ
て

い
る

。

登
り

で
は

取
引

先
は

唯
一

小
川

屋
で

あ
り

、
仕

入
品

も
白

米
の

み
を

七
ー

六
俵

、

金
三

六
四

両
二

三
鬼

二
分

七
厘

に
て

購
入

し
て

い
る

。
こ

の
白

米
は

地
元

で
の

販
売

は
な

く
、

下
関

石
見

屋
嘉

左
衛

門
と

尾
道

石
見

屋
七

郎
兵

衛
に

て
ほ

と
ん

ど
を

売
却

し
て

お
り

、
こ

の
代

金
は

金
三

五
四

両
ー

ー
忽

二
分

八
厘

で
あ

っ
た

。
仕

入
と

販
売

の
差

引
で

は
金

一
〇

両
ー

ー
忽

九
分

九
厘

の
損

失
で

あ
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

上
下
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の
損

益
で

は
金

三
七

両
六

八
勿

六
分

八
厘

で
あ

り
、

こ
れ

に
諸

入
用

•
利

息
を

加
え

る
と

、
最

終
的

な
損

失
は

金
六

三
両

四
〇

勿
七

分
八

厘
で

あ
っ

た
。

る
と

利
金

が
嵩

み
、

結
果

的
に

は
商

品
価

格
の

値
崩

れ
に

つ
な

が
る

リ
ス

ク
を

負
っ

て
い

た
も

の
と

い
え

よ
う

。

三
番

北
国

下
り

(第
6

,4
表

参
照

)

三
番

に
つ

い
て

は
下

り
の

み
で

あ
る

。
積

荷
は

前
年

尾
道

で
仕

入
れ

た
操

綿
と

、

三
番

越
後

上
り

の
際

に
購

入
し

た
尾

道
の

塩
、江

津
の

城
構

で
仕

入
れ

た
鉄

で
あ

り
、

仕
入

額
は

金
六

二
五

両
八

六
忽

七
分

ー
厘

で
あ

っ
た

。
こ

の
う

ち
塩

は
地

元
の

久

手
・波

根
で

多
く

を
販

売
し

た
ほ

か
、

隠
岐

と
新

潟
で

も
売

り
払

っ
て

い
る

。
ま

た
、

操
綿

は
十

一
月

と
十

二
月

の
両

度
、

鉄
に

つ
い

て
は

翌
年

二
月

に
そ

れ
ぞ

ぞ
れ

新
潟

の
小

川
屋

と
出

雲
崎

屋
に

販
売

し
て

い
る

。
売

上
高

は
金

六
八

五
両

三
三

忽
六

分
二

厘
で

あ
っ

た
。

仕
入

と
販

売
の

差
引

で
は

金
五

九
両

二
六

鬼
九

分
ー

厘
の

利
益

を
計

上
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

難
船

の
た

め
船

の
修

復
費

と
荷

物
代

金
の

利
息

等
都

合
金

九
〇

両
ー

ニ
 忽

四
分

九
厘

の
支

出
が

あ
る

た
め

、
結

果
的

に
は

金
三

〇
両

七
四

以
八

厘
の

損
失

と
な

っ
て

い
る

。

以
上

、
安

政
二

年
の

具
体

的
な

取
引

の
実

態
に

つ
い

て
述

べ
た

。
前

述
の

と
お

り

当
年

は
金

一
〇

五
両

二
五

忽
七

分
五

厘
と

い
う

多
額

の
損

失
を

計
上

し
て

い
る

が
、

こ
の

原
因

と
し

て
二

度
の

難
船

と
生

蠟
三

五
^

の
損

失
が

あ
ろ

う
。

難
船

は
廻

船
経

営
上

最
大

の
リ

ス
ク

で
あ

り
、

船
や

積
荷

に
大

き
な

損
害

を
与

え
る

こ
と

は
い

う
ま

で
も

な
い

。
た

だ
、

こ
の

年
の

難
船

は
そ

こ
ま

で
の

被
害

は
な

か
っ

た
よ

う
で

、
そ

の
損

失
分

も
金

三
二

両
と

い
う

船
の

補
修

費
の

み
で

あ
っ

た
。

一
方

で
、

生
蟬

三
五

吸
の

損
失

は
大

き
く

、
そ

の
額

は
利

息
を

含
め

て
金

三
〇

両
余

に
も

な
っ

て
い

る
。

生
蟬

は
新

潟
・

小
川

屋
に

預
け

置
き

そ
の

引
当

と
し

て
借

金
し

て
お

り
、

そ
の

利
息

が
金

ー
ー

両
余

に
も

な
っ

て
い

る
。最

終
的

に
は

仕
入

値
を

下
回

る
価

格
で

販
売

し
、

損
失

を
計

上
す

る
形

と
な

っ
て

い
る

の
で

あ
る

。
こ

う
し

た
商

品
を

引
当

と
し

た
借

入
金

は
、

商
品

が
売

却
さ

れ
る

ま
で

利
息

が
発

生
す

る
た

め
そ

れ
が

長
期

間
に

わ
た

(二
)

文
久

三
年

(
一

八
六

三
)

の
事

例

次
に

、
文

久
三

年
の

事
例

を
み

る
。

第
7

,1
表

の
と

お
り

、
こ

の
年

は
全

体
で

金

五
九

一
両

一
六

^
四

分
九

厘
の

利
益

を
計

上
し

て
い

る
。

住
吉

丸
の

航
海

は
、

北
国

方
面

に
三

度
、

九
州

に
一

度
で

都
合

四
度

と
な

っ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
九

州
の

登
り

は
空

荷
で

帰
帆

し
て

い
る

た
め

、
同

所
に

つ
い

て
は

下
り

の
損

益
勘

定
の

み
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

以
下

、
具

体
的

な
取

引
状

況
に

つ
い

て
述

べ
る

。

北
国

毫
番

(第
7

,2
表

参
照

)

こ
の

航
海

で
は

長
州

の
生

蠟
、

浜
田

の
鏡

•
鉄

・
生

蝉
、

境
湊

の
操

綿
,

木
綿

な

ど
の

商
品

(金
ー 

ー
八

二
両

ー
ハ

^
三

分
八

厘
)

を
積

み
込

み
、

秋
田

方
面

へ
と

向

か
っ

て
い

る
。

三
月

に
は

佐
渡

小
木

に
入

津
し

、
石

見
屋

利
兵

衛
と

越
中

屋
長

兵
衛

に
鉄

一
〇

〇
束

、
綿

三
七

本
を

販
売

し
て

い
る

。
そ

の
後

四
月

に
は

秋
田

湊
に

入
津

し
、

船
木

助
左

衛
門

に
統

・
鉄

・
生

蠅
•

操
綿

•
木

綿
な

ど
を

販
売

し
て

い
る

。
佐

渡
と

秋
田

で
の

販
売

代
金

は
都

合
一

三
四

二
両

四
忽

九
分

三
厘

で
あ

り
、

仕
入

値
と

売
値

を
差

し
引

い
て

金
一

五
九

両
八

六
欠

五
分

五
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

利
益

の
内

訳
は

鋭
一

〇
〇

駄
で

金
二

三
両

三
二

鬼
八

厘
、

鉄
三

〇
〇

束
で

金
五

八
両

七
八

鬼
三

分
、

蠟
一

六
丸

で
金

一
四

両
六

四
鬼

九
分

三
厘

、
木

綿
三

七
六

反
で

金
一

七
両

六
五

忽
と

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

に
よ

っ
て

商
品

の
な

か
で

鉄
が

最
大

の
利

益
を

上
げ

て
い

た
こ

と
が

わ
か

る
。

一
方

登
り

で
は

、
秋

田
船

木
助

左
衛

門
を

唯
一

の
取

引
相

手
と

し
て

玄
米

三
五

〇

石
、

白
米

二
四

四
石

一
斗

五
升

を
金

八
七

一
両

七
八

忽
七

分
に

て
購

入
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

五
月

か
ら

六
月

に
か

け
て

主
と

し
て

下
関

の
石

見
屋

嘉
左

衛
門

と
佐

野
屋

一
五
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熊
次

郎
に

販
売

し
て

い
る

。
な

お
、

玄
米

の
う

ち
八

石
四

斗
九

升
に

つ
い

て
は

船
中

に
て

濡
米

と
な

っ
た

た
め

切
替

と
し

て
石

州
長

浜
の

冨
田

屋
に

販
売

し
て

い
る

。
全

体
の

売
値

は
八

六
二

両
六

四
一

分
と

な
り

、
買

方
と

売
方

の
差

引
で

は
金

九
両

一
四

先
六

分
の

損
失

を
計

上
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

北
国

一
番

で
は

金
一

五
〇

両
七

ー
勿

九
分

五
厘

の
利

益
と

な
り

、
雑

用
•

金
利

等
を

差
し

引
く

と
都

合
金

四
六

両
九

五
勾

六
分

ー
ー厘

が
純

益
で

あ
っ

た
。

北
国

二
番

(第
7

,3
表

参
照

)

北
国

二
番

で
は

、
下

関
佐

野
屋

に
て

鯨
、

長
浜

冨
田

屋
に

て
鉄

・
半

紙
、

石
州

邑

智
郡

上
野

村
に

て
鉄

を
仕

入
れ

て
積

荷
と

し
、

庄
内

酒
田

へ
と

向
か

っ
て

い
る

。
こ

の
仕

入
値

は
都

合
六

四
六

両
三

〇
欠

二
分

八
厘

で
あ

る
。

七
月

に
は

同
所

に
入

津
し

、

奥
村

七
三

郎
と

玉
木

屋
喜

三
郎

を
相

手
に

販
売

し
、

切
出

し
を

差
し

引
い

て
金

六
八

六
両

一
六

以
一

分
六

厘
、

買
値

と
売

値
を

差
し

引
い

て
金

三
九

両
八

五
欠

八
分

八
厘

と
な

っ
て

い
る

。

対
す

る
登

り
で

は
奥

村
七

三
郎

か
ら

米
一 

ー
ー

一
俵

を
代

金
六

〇
九

両
六

二
忽

九

分
三

厘
に

て
購

入
し

、
そ

の
殆

ど
を

伯
州

境
湊

の
新

屋
直

三
郎

に
金

六
一

ハ
両

ニ
二

欠
九

分
七

厘
に

て
売

却
し

て
い

る
。

買
値

と
売

値
を

差
し

引
い

て
金

一
六

両
五

〇
目

一
分

九
厘

が
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

北
国

二
番

で
は

上
下

で
金

五
六

両
三

六
忽

七
厘

と
な

り
、

雑
用

・
金

利
等

を
差

し
引

い
て

金
二

ニ
両

二
九

^
五

分
八

厘
が

純
利

で
あ

っ
た

。

北
国

三
番

(第
7

,4
表

参
照

)

北
国

下
り

で
は

、
主

と
し

て
境

湊
新

屋
直

三
郎

と
の

取
引

が
多

く
、

薩
摩

芋
•

操

綿
・

古
手

な
ど

の
ほ

か
、

先
の

二
番

に
て

売
れ

残
っ

た
半

紙
な

ど
を

積
み

入
れ

、
秋

田
へ

と
出

帆
し

て
い

る
。

途
中

の
境

湊
で

は
仕

入
と

と
も

に
新

屋
直

三
郎

に
半

紙
を

一
六

若
干

販
売

し
、

九
月

に
は

秋
田

湊
に

入
津

し
て

い
る

。
同

所
で

は
船

木
助

左
衛

門
と

取
引

を
し

、
積

荷
の

殆
ど

を
売

却
し

て
い

る
。

対
す

る
登

り
で

は
、

船
木

助
左

衛
門

を
唯

一
の

仕
入

れ
先

と
し

て
米

•
新

古
大

豆

を
金

七
一

四
両

五
〇

目
六

分
三

厘
で

購
入

し
て

い
る

。
こ

の
積

荷
は

多
く

を
境

湊
の

新
屋

直
三

郎
に

販
売

し
た

ほ
か

、
銀

山
領

温
泉

津
の

木
津

屋
に

お
い

て
も

販
売

し
て

い
る

。
こ

の
売

値
は

都
合

八
九

九
両

三
七

^
三

分
二

厘
と

な
り

、
差

引
で

金
一

八
四

両
ハ

六
忽

六
分

九
厘

が
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

北
国

三
番

上
下

の
利

益
は

都
合

金
二

〇
五

両
七

七
欠

七
分

七
厘

と
な

り
、

こ
れ

に
雑

用
・

金
利

を
差

し
引

い
て

純
利

は
金

一
五

〇
両

七
一

鬼
九

分
五

厘
で

あ
っ

た
。

九
州

行
(第

7
,5

表
参

照
)

九
州

行
は

下
り

の
み

の
勘

定
で

あ
る

。
同

地
へ

の
積

荷
は

伯
州

産
の

操
綿

、
同

所

で
購

入
し

た
庄

内
米

、
そ

し
て

長
浜

の
冨

田
屋

と
銀

山
領

邑
智

郡
浜

原
村

赤
名

屋
で

仕
入

れ
た

鉄
で

あ
り

、
こ

れ
ら

を
米

に
つ

い
て

は
温

泉
津

に
て

販
売

し
て

い
る

。
操

綿
は

銀
山

領
黒

松
村

に
て

一
部

を
売

り
、

そ
の

残
り

と
鉄

を
長

崎
と

平
戸

に
て

販
売

し
て

い
る

。
こ

の
買

値
と

売
値

を
差

し
引

く
と

、
金

四
九

八
両

二
五

忽
八

分
二

厘
の

徳
用

と
な

り
、

こ
れ

に
雑

用
•

金
利

を
差

L
引

く
と

、
金

三
九

二
両

五
二

勿
九

分
八

厘
が

純
利

と
な

る
。

以
上

、
文

久
三

年
の

取
引

に
つ

い
て

見
て

き
た

。
当

該
年

は
全

体
で

金
五

九
一

両

一
六

忽
四

分
九

厘
の

利
益

を
上

げ
て

い
る

が
、

そ
の

う
ち

九
州

で
の

取
引

が
利

益
の

半
分

以
上

を
占

め
て

い
た

。
な

か
で

も
長

崎
で

販
売

し
た

操
綿

の
売

値
は

一
〇

四
四

両
余

に
も

な
り

、
全

体
の

約
半

分
を

占
め

て
い

る
。

こ
う

し
た

背
景

に
は

開
国

以
降

に
お

け
る

木
綿

価
格

の
上

昇
が

考
え

ら
れ

、
こ

の
時

期
長

崎
で

の
取

引
は

北
国

以
上

に
収

益
性

の
高

い
も

の
だ

っ
た

と
い

え
よ

う
。
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(三
)

安
政

四
年

(
一

ハ
五

七
)

の
事

例

最
後

に
安

政
四

年
で

あ
る

(第
8

,1
表

参
照

)。
こ

の
年

の
住

吉
丸

の
航

海
は

、

臺
番

秋
H

上
下

、
弐

番
本

庄
酒

田
上

下
、

三
番

新
潟

上
下

、
四

番
九

州
上

下
と

都
合

四
度

実
施

し
て

い
る

。
航

海
ご

と
の

損
益

は
一

番
が

金
八

〇
両

一
七

忽
五

分
、

弐
番

が
金

三
九

両
九

鬼
七

分
ー

厘
、

三
番

金
五

二
両

ー
八

以
六

分
九

厘
、

四
番

金
四

〇
両

三
ー ー鬼

六
分

六
厘

の
都

合
金

ニ
ー

ニ
両

四
八

鬼
五

分
六

厘
で

あ
る

。
一

方
、

経
費

は

苧
・

竹
木

・
塩

•
噌

等
手

前
積

入
物

の
雑

費
金

九
両

三
〇

目
八

分
六

厘
の

ほ
か

船
頭

水
主

七
人

分
の

給
金

ニ
ー

両
、

都
合

金
三

〇
両

七
二

以
五

分
三

厘
で

、
航

海
の

利
益

か
ら

諸
経

費
を

差
し

引
い

て
金

一
八

ー
両

七
六

欠
三

厘
が

こ
の

年
の

純
益

と
な

つ
て

い
る

。

秋
田

上
下

(第
8

,2
 • 

3
表

参
照

)

臺
番

秋
田

の
航

海
で

は
、

積
下

り
荷

の
売

買
で

金
二

七
両

六
鬼

三
分

七
厘

、
積

登

り
荷

で
金

九
五

両
九

九
忽

七
分

六
厘

と
そ

れ
ぞ

れ
利

益
を

上
げ

て
い

る
。

対
す

る
経

費
は

為
替

利
息

が
、

金
二

ニ
両

三
〇

目
九

分
九

厘
、

雑
用

が
金

二
二

両
五

七
忽

の
都

合
金

四
二

両
八

八
勾

六
分

三
厘

と
な

つ
て

い
る

。
な

お
、

為
替

利
息

は
、

主
と

し
て

諸
品

購
入

時
の

借
入

金
の

そ
れ

で
あ

り
、

こ
の

場
合

こ
れ

が
経

費
の

半
分

を
占

め
て

い
た

と
い

え
る

。

秋
田

の
往

復
で

は
登

り
と

下
り

の
利

益
で

実
に

三
倍

半
も

の
差

が
あ

る
こ

と
が

わ

か
る

。
ま

ず
、

秋
田

下
り

の
積

荷
で

あ
る

が
、

こ
れ

は
尾

道
石

見
屋

に
て

仕
入

れ
た

白
砂

糖
五

五
挺

(代
金

一
二

三
両

七
七

勾
・

七
厘

)、
竹

野
屋

二
三

及
び

江
津

の
城

構

か
ら

仕
入

れ
た

鉄
一

五
九

束
(代

金
一

四
一

両
六

七
欠

九
分

七
厘

)、
長

浜
冨

田
屋

儀

平
及

び
浜

田
藩

領
三

隅
の

濱
田

屋
勇

助
か

ら
仕

入
れ

た
半

紙
ー

ー
二

丸
三

〇
(代

金

ー
二

六
両

六
三

鬼
五

分
三

厘
)

の
三

品
目

で
、

全
体

の
仕

入
高

は
金

三
九

二
両

九
^

二
分

と
な

っ
て

い
る

。

対
す

る
販

売
は

、
白

砂
糖

に
つ

い
て

は
竹

下
家

の
手

前
分

及
び

売
残

分
を

除
き

、

能
登

輪
嶋

宮
野

屋
与

惣
兵

衛
、

出
羽

加
茂

湊
秋

野
権

右
衛

門
、

秋
田

湊
船

木
助

左
衛

門
の

三
者

に
、

鉄
は

越
前

敦
賀

堺
屋

久
太

夫
と

加
茂

湊
秋

野
に

す
べ

て
を

、
半

紙
は

売
残

分
等

を
除

き
、

輪
嶋

宮
野

屋
、

加
茂

秋
野

、
秋

田
湊

船
木

の
三

者
に

そ
れ

ぞ
れ

販
売

し
て

い
る

。
こ

の
代

金
合

計
は

金
四

一
九

両
六

四
^

五
分

七
厘

と
な

っ
て

い
る

。

し
た

が
っ

て
、

仕
入

高
と

販
売

高
を

差
し

引
き

す
る

と
、

金
二

七
両

六
^

三
分

七
厘

と
な

る
。

三
品

の
う

ち
利

益
率

が
高

か
っ

た
の

は
鉄

で
あ

っ
た

。

一
方

、
登

り
で

あ
る

が
、

仕
入

品
は

米
単

品
を

秋
田

湊
に

お
い

て
船

木
及

び
米

屋

丹
十

郎
の

二
者

か
ら

購
入

し
て

い
る

。
米

の
購

入
高

は
米

三
九

四
石

一
斗

九
升

二
合

五
勺

、
代

金
三

三
四

両
四

勿
四

分
五

厘
で

あ
る

。
こ

の
販

売
は

竹
下

家
の

手
前

購
入

分
、

船
中

切
出

し
、

飯
米

、
下

関
小

売
り

分
等

を
除

く
と

、
久

手
浦

の
工

屋
庄

九
郎

と
竹

屋
に

五
一

石
八

斗
七

合
、

長
州

室
積

今
津

屋
五

郎
左

衛
門

に
二

九
六

石
六

合
 

一

を
販

売
し

て
い

る
。

こ
の

代
金

は
金

四
三

〇
両

四
^

二
分

一
厘

で
、

差
引

で
金

九
五

188

両
九

九
鬼

七
分

六
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

上
下

合
わ

せ
た

利
益

 
ー

は
金

一
二

三
両

六
鬼

一
分

三
厘

で
、

こ
れ

に
為

替
・

諸
雑

費
を

差
し

引
く

と
最

終
的

な
利

益
は

金
四

二
両

八
八

鬼
六

分
三

厘
で

あ
っ

た
。

以
上

の
こ

と
か

ら
秋

田
上

下
に

お
け

る
利

益
の

多
く

は
、

鉄
・

半
紙

•
砂

糖
に

ょ

る
販

売
益

よ
り

も
、

秋
田

湊
で

仕
入

れ
た

米
に

よ
る

利
益

が
最

大
で

あ
っ

た
も

の
と

い
え

よ
う

。

本
庄

酒
田

上
下

(第
8

'4
 

- 5
表

参
照

)

二
番

本
庄

酒
田

上
下

の
下

り
荷

は
鉄

を
除

く
と

、
基

本
的

に
は

白
砂

糖
や

半
紙

と

い
っ

た
一

番
秋

田
下

り
の

売
残

品
で

あ
り

、
こ

の
仕

入
金

は
金

七
九

両
六

四
勿

五
分

五
厘

で
あ

っ
た

。
対

す
る

販
売

は
、

本
庄

に
て

能
登

屋
藤

四
郎

に
対

し
半

紙
及

び
鉄

を
売

っ
た

の
み

で
、白

砂
糖

は
帰

帆
後

に
久

手
浦

の
松

屋
安

三
郎

に
売

却
し

て
い

る
。

一
七



こ
の

代
金

は
八

五
両

八
六

忽
二

分
で

、
差

引
で

金
六

両
ニ

ー
免

六
分

五
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

、
登

り
で

は
本

庄
で

能
登

屋
藤

四
郎

と
伊

勢
屋

治
郎

右
衛

門
の

二
名

か
ら

米

八
九

八
俵

を
金

三
四

五
両

七
八

免
三

分
六

厘
で

仕
入

れ
、

こ
れ

を
石

東
地

域
の

久
手

浦
の

工
屋

•
瀧

間
屋

・
竹

下
屋

、
宅

野
村

の
藤

間
屋

等
に

販
売

し
て

い
る

。
こ

の
代

金
は

金
四

ー
ー

両
六

一
免

一
厘

で
、

差
引

で
は

金
七

二
両

四
忽

三
分

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

こ
の

上
下

の
収

益
は

金
七

二
両

四
欠

三
分

と
な

り
、

為
替

・

諸
雑

費
金

三
ー

ー両
九

四
以

五
分

九
厘

を
差

し
引

く
と

、
最

終
利

益
は

金
三

九
両

九
欠

七
分

ー
厘

と
な

る
。

恐
ら

く
こ

の
二

番
の

航
海

は
、

本
庄

酒
田

に
お

い
て

積
荷

を
売

却
す

る
こ

と
を

目

的
と

し
た

も
の

で
は

な
く

、
同

地
産

の
米

の
買

入
れ

に
主

眼
が

置
か

れ
た

も
の

で
あ

ろ
う

。

新
潟

上
下

(第
8

.6
 - 

7
表

参
照

)

新
潟

往
復

の
航

海
で

は
、

伯
州

境
•

酒
井

屋
で

仕
入

れ
た

操
綿

二
五

〇
本

、
温

泉

津
湊

に
て

買
入

れ
の

敷
石

ニ
八

九
丁

を
積

荷
と

し
て

越
後

新
潟

に
向

か
っ

て
い

る
。

こ
ら

れ
の

積
荷

の
内

操
綿

は
越

後
寺

泊
の

津
右

衛
門

、
同

所
住

吉
屋

久
兵

衛
、

新
潟

小
川

屋
長

右
衛

門
の

三
者

に
金

五
〇

ー
ー両

四
五

忽
八

分
に

て
販

売
、

ま
た

敷
石

は
小

川
屋

に
三

両
一

七
欠

四
分

七
厘

に
て

売
り

払
っ

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
仕

入
と

販
売

の
差

引
で

は
金

四
七

両
九

三
鬼

九
分

五
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

登
り

で
は

、
仕

入
先

は
小

川
屋

の
み

で
米

六
三

二
俵

、
大

豆
一

四
〇

俵
を

購

入
し

て
い

る
。

こ
の

仕
入

額
は

金
四

一
六

両
四

六
鬼

二
分

三
厘

で
あ

る
。

こ
れ

ら
商

品
の

販
売

先
は

地
元

久
手

浦
の

工
屋

、
温

泉
津

の
木

津
屋

等
で

あ
り

、
代

金
四

〇
五

両
四

三
鬼

四
分

で
あ

る
。

こ
の

差
引

で
は

金
二

五
両

八
八

勿
七

分
二

厘
の

利
益

と
な

っ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
上

下
の

利
益

は
金

七
三

両
八

二
免

六
分

七
厘

と
な

り
、

こ
れ

に
為

替
•

諸
雑

費
金

ニ
ー

両
七

一
免

八
分

六
厘

を
差

し
引

い
て

、
最

終
利

益
は

金
五

二
両

-
八

^
六

分
九

厘
と

な
る

。

九
州

上
下

(第
8

,8
 • 

9
表

参
照

)

九
州

下
り

で
は

、
先

に
新

潟
小

川
屋

よ
り

仕
入

れ
た

大
豆

一
四

〇
俵

の
ほ

か
、

江

津
の

城
構

や
長

浜
の

冨
田

屋
に

て
購

入
分

の
鉄

二
三

六
束

、
船

頭
伊

助
が

浜
田

瀬
戸

ケ
島

の
海

士
屋

六
右

衛
門

よ
り

購
入

し
た

干
幅

一
六

丸
を

積
荷

と
し

て
出

帆
し

て
い

る
。

か
か

る
仕

入
代

金
は

金
三

五
二

両
九

七
免

八
分

五
厘

で
あ

る
。

こ
の

販
売

先
は

、
大

豆
に

つ
い

て
は

干
暢

を
購

入
し

た
浜

田
の

海
士

屋
に

て
四

五

俵
、

下
関

石
見

屋
嘉

左
衛

門
に

て
九

四
俵

、
同

所
小

売
り

に
て

一
俵

を
売

却
し

て
い

る
。

ま
た

、
鉄

は
す

べ
て

九
州

方
面

で
販

売
し

て
い

る
が

、
そ

の
販

売
先

と
し

て
は

長
崎

江
戸

町
茶

屋
常

八
、

肥
後

八
代

鐘
町

米
屋

清
兵

衛
、

肥
後

後
川

冨
岡

屋
利

兵
衛

、

肥
後

小
嶋

芦
北

屋
茂

兵
衛

で
あ

っ
た

。
な

お
、

干
幅

に
つ

い
て

は
売

却
は

な
く

銀
山

領
湯

港
の

新
三

郎
、 

筑
前

柳
川

料
の

木
屋

、
下

関
の

石
見

屋
に

預
け

置
い

て
い

る
。

こ
の

販
売

代
金

は
金

三
六

四
両

八
二

鬼
四

分
五

厘
で

、
し

た
が

っ
て

差
引

で
金

ー 
ー

両
ハ

四
免

六
分

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

、
登

り
で

は
、

主
た

る
仕

入
れ

先
は

肥
後

小
嶋

芦
北

屋
茂

平
次

で
あ

り
、

商

品
と

し
て

は
米

五
〇

六
俵

と
小

麦
三

二
ニ

俵
、

ほ
か

に
天

草
と

島
原

に
て

購
入

し
た

砂
糖

で
あ

り
、

仕
入

額
は

金
四

一
六

両
四

六
忽

二
分

三
厘

と
な

っ
て

い
る

。

か
か

る
商

品
の

販
売

に
つ

い
て

は
、

米
・

小
麦

の
す

べ
て

を
下

関
の

石
見

屋
に

て

売
却

、
砂

糖
に

つ
い

て
は

長
浜

の
冨

田
屋

に
て

一
部

を
売

り
、

残
り

は
翌

年
の

北
国

一
番

の
積

荷
に

充
て

て
い

る
。

こ
の

販
売

代
金

の
金

四
九

一
両

五
五

忽
七

厘
で

、
よ

っ
て

差
引

で
は

金
七

五
両

八
以

八
分

五
厘

の
利

益
と

な
っ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

上
下

の
利

益
は

金
八

六
両

九
三

以
四

分
四

厘
と

な
り

、
こ

れ
に

為
替

・
諸

雑
費

金
四

六
両

六
〇

欠
七

分
八

厘
を

差
し

引
い

て
純

益
は

金
四

〇
両

三
二

^
六

分
六

厘
で

あ
つ

- 187 ̶



第 9 一 1 表 : 鉄 価 の 比 !技
套番秋田下り

仕 入
商日ロ

販 売

仕入先 単価 ( 1駄) 単価 ( 1註) 販売先

久手・竹野屋
117^ 5 分 〇ヘー桜印鉄 136^

越前敦賀・堺屋久太夫117虫5分 ヘー〇吉桜印缺 136勾

江津・城構 123四5分 本へ久小割 140^

九州下り

仕 入
商叫

販 売

仕入先 単価 ( 1駄) 単価 ( 1駄) 販売先

長返・冨田屋儀平 149恕 親山�一 171^
長崎江戸町・茶屋常八

江津・城構 140 g 亀 甲桜 164^ 15 分

長返 ・冨田屋儀平 145^ 8 分 「吉印鉄 283勿

肥後八代鐘町・米屋清兵衛長浜 ・冨田屋儀平 145^ 8 分 - ・吉印再改�一 278^5

江津・城構 140 目 亀 甲桜糠 263勿

長浜 ・冨田屋儀平 14955, �一鉄 277勿 肥後後川•冨岡屋利兵衛

長浜 ・冨田屋儀平 149知 新山�一鉄 269勾5分

肥後小嶋・芦北屋茂兵衛長浜 ・富田屋儀平 145少8分 一・吉印鉄 267勾

江津・城構 14〇g 亀甲桜 252^ 5 分

出典 :安政4 年「住吉丸勘定帳」竹下家文書

第 9  -  2 表 : 半 紙 の仙5格 比較
春番秋 田下り

仕 入
商ロH

販 売

仕入先 単価 ( 6 が) 単価 ¢6 X } 販売先

長浜 ・冨 田屋儀 平

121^ へ竹印半紙 128^

庄内加茂 ・秋野権右衛門

1385g 石一印半紙 128^

112^

106^

岩天印半紙

岩玉印半紙

_  121^ 1_

116^

玉上印半紙 121勾

1365g 岩川印半紙

143勾

秋 田湊 •船木助左衛門

142勾

13253

玉川印半紙

宝山印半紙

11755 宝来印半紙

106^ へ上印半紙

1465g. 大印半紙

139勿5分

126鬼 へ三印半紙

138^ 石見一印半紙

132灯 金 山印半紙

12内 へ竹印半紙

11政 へ二印半紙

124^ 宝川印半紙

出典 : 第9 - 1 表に同じ

た
。安

政
四

年
の

事
例

も
ま

た
、

下
り

の
積

荷
で

は
山

陰
地

域
の

特
産

品
で

あ
る

鉄
・

木
綿

・
半

紙
が

主
要

を
な

し
、

仕
入

値
と

売
値

と
の

価
格

差
に

よ
っ

て
利

益
を

得
て

い
た

。
事

実
、

鉄
•

半
紙

の
価

格
に

お
い

て
は

、
生

産
地

と
消

費
地

で
は

地
域

に
ょ

っ
て

大
き

な
価

格
差

が
見

ら
れ

る
の

で
あ

る
。

た
と

え
ば

、
第

9
表

は
鉄

•
半

紙
の

買
値

と
売

値
と

の
比

較
を

整
理

し
た

も
の

で
あ

る
。

鉄
に

つ
い

て
は

竹
野

屋
と

江
津

城
構

よ
り

仕
入

れ
、

こ
れ

を
秋

田
や

北
部

九
州

に
て

販
売

し
て

い
る

が
、

そ
の

価
格

差
を

み
る

と
秋

田
で

は
平

均
一

割
ニ

歩
、

九
州

に
あ

っ
て

は
長

崎
で

一
割

二
歩

、
肥

後
で

一
割

八
歩

も
売

値
が

高
い

こ
と

が
わ

か
る

。
製

品
が

異
な

る
た

め
秋

田
と

肥
後

と
の

鉄
価

を
単

純
に

比
較

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
が

、
こ

の
時

期
鉄

の
販

売
先

と
し

て
九

州
は

有
力

な
市

場
で

あ
っ

た
こ

と
は

指
摘

で
き

よ
う

。

ま
た

、
半

紙
に

つ

い
て

み
る

と
、

鉄
と

比
べ

大
幅

な
価

格
差

は
な

い
が

、
売

値
が

仕
入

値
を

上
回

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。

も
と

よ
り

、
こ

の
生

産
地

で
の

仕
入

値
と

消
費

地
で

の
売

値
の

差
が

廻
船

の
収

益
と

な
る

が
、

そ
う

し
た

状
況

か
ら

鉄
・

半
紙

な
ど

の
生

産
地

を
後

背
地

に
も

つ
当

地
廻

船
の

優
位

性
が

指
摘

で
き

よ
う

。

一
方

、
収

益
性

の
高

い
商

品
と

し
て

は
米

で
あ

る
。

実
際

、
秋

田
・

越
後

•
九

州

に
お

け
る

仕
入

の
ほ

と
ん

ど
が

米
で

、
安

政
四

年
の

事
例

で
も

利
益

の
多

く
は

米
の

販
売

益
が

占
め

て
い

た
の

で
あ

る
。

し
か

も
、

そ
れ

ら
の

多
く

は
米

需
要

の
高

い
地

元
石

東
地

域
で

販
売

さ
れ

、
ま

た
こ

れ
に

よ
る

収
益

も
全

体
の

な
か

で
も

大
き

な
比

重
を

占
め

て
い

た
の

で
あ

る
。

一
九
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四
、

鉄
と

米

と
こ

ろ
で

、
当

地
の

特
品

で
あ

る
鉄

に
つ

い
て

は
、

廻
船

業
に

お
い

て
は

そ
の

収

益
性

ば
か

り
に

目
が

向
く

が
、

実
際

に
は

次
の

よ
う

な
問

題
に

つ
い

て
も

留
意

す
べ

き
点

 で
 あ

る
と

い
え

よ
う

。

北
国

£
現

金
持

下
り

米
買

入
積

帰
り

候
節

懸
り

物

ー
、

米
唐

石

買
入

元
直

段
銀

百
目

外
 

弐
忽

 
切

出
し

弐
升

船
頭

・
船

子
江

遣
置

分

宣
免

五
分

 
越

後
A

積
入

帰
り

候
節

欠
減

見
込

用
捨

引

出
羽

よ
り

積
入

候
節

弐
欠

入
梅

後
方

米
穀

と
も

多
分

之
空

欠

相
置

候
二

付
土

用
入

方
新

穀
迄

如
此

平
日

者
欠

減
見

込
用

捨
引

無
御

座
候

四
鬼

六
り

 
船

中
粮

米
塩

噌
共

二
北

国
二

而
川

内

出
這

入
付

船
入

用
と

も
凡

大
船

小
船

と
差

別
者

御
座

候
へ

共
百

六
拾

石
積

二
而

銀
六

百
五

拾
目

二
し

て
臺

石
二

付
如

此

毫
免

六
分

ー
り

 
船

頭
•

船
子

給
銀

百
六

拾
石

積
四

人
乗

給
銀

三
百

目
 

船
頭

百
八

十
目

船
子

百
五

十
目

同

八
+

目
 

同

X
七

百
拾

忽
 

年
中

下
り

四
度

二
割

合

-
-〇

一
度

分
百

七
拾

七
忽

五
分

を
積

高
、

百
六

十
石

二
割

勘
定

三
欠

 
往

返
三

ケ
月

り
足

九
分

六
り

 
御

役
銀

弐
分

八
り

 
越

銀
水

上
蔵

入
入

用

X
銀

百
拾

弐
恕

九
分

着
り

外
 

老
恕

 
問

屋
口

せ
ん

、
運

賃

鋭
鉄

積
入

北
国

江
下

り
米

買
積

帰
候

節
懸

り
物

ー
、

米
毫

石

買
元

直
段

銀
百

目

外
弐

鬼

老
鬼

五
分

弐
忽

三
り

現
金

持
下

り
候

節
者

四
以

六
り

二
候

処
、

鏡
鉄

積
入

候
二

付
半

銀
者

下
り

荷
物

江
懸

ケ
如

是

五
分

五
り

 
給

銀

右
同

断
臺

^
老

分
之

半
銀

老
忽

五
分

 
利

銀

右
同

断
三

鬼
之

半
銀

九
分

六
り

 
御

役
銀

弐
分

八
り

 
越

銀
其

外
共

k
銀

百
八

鬼
八

分
弐

り

外
唐

忽
 

問
屋

口
せ

ん
、

運
賃

当
国

オ
北

国
下

り
米

買
入

運
賃

積
二

而
帰

帆
之

船
者

無
御

座
候

得
共

運
賃

積

切
出

し

土
用

入
方

新
穀

迄
欠

減
見

込
用

捨
 

ー

船
中

粮
米

其
外

共
凡

.
85



凡

出
羽

庄
内

£
米

臺
石

二
付

越
後

オ
米

竜
有

二
付

越
前

方
米

毫
石

二
付

銀
拾

R

銀
ハ

^

銀
六

忽
五

分

凡
右

之
通

二
御

座
候

得
共

、
運

賃
積

二
而

者
買

主
方

二
而

多
分

之
入

用
相

懸
り

二
付

、
当

国
二

而
八

悉
買

主
手

船
二

而
積

取
候

こ
の

史
料

二
四

は
運

賃
積

と
買

積
に

よ
る

北
国

で
の

米
の

仕
入

れ
に

か
か

わ
る

経

費
を

比
較

し
た

も
の

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
米

一
石

当
た

り
に

か
か

る
諸

経
費

で
は

運
賃

積
で

は
口

銭
•

運
賃

含
め

て
銀

一
ニ

二
列

九
分

ー
厘

に
な

る
の

に
対

し
、

鉄
を

積
荷

と
し

た
場

合
で

は
銀

一
〇

九
忽

八
分

二
厘

と
な

り
、

差
引

で
は

三
鬼

程
少

な
く

な
る

。
つ

ま
り

、
買

積
で

は
諸

費
用

が
半

分
に

な
る

た
め

で
あ

り
、

運
賃

積
で

の
米

購
入

よ
り

も
安

く
仕

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
、

と
い

う
の

で
あ

る
。

も
っ

と
も

、
こ

の
試

算
は

廻
船

業
者

の
利

益
に

対
す

る
銀

山
方

役
所

の
問

い
に

対

す
る

返
答

で
あ

る
の

で
、

そ
の

数
字

に
対

し
て

は
そ

の
ま

ま
信

用
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
し

か
し

、
当

時
廻

船
業

者
の

な
か

で
は

鉄
と

米
の

関
係

を
こ

の
よ

う
に

考
え

て
い

た
と

い
う

点
で

は
留

意
す

べ
き

視
点

と
い

え
よ

う
。

以
上

、
廻

船
業

の
活

動
と

そ
の

具
体

的
な

取
引

及
び

収
支

状
況

に
つ

い
て

見
て

き

た
が

、
こ

れ
に

よ
り

以
下

の
点

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
す

な
わ

ち
、

文
化

年
間

に
は

鏡
を

扱
う

船
持

衆
が

銀
山

領
内

で
八

〇
名

近
く

も
存

在
し

、
彼

ら
が

領
内

産
鉄

に
お

け
る

流
通

の
担

い
手

で
あ

っ
た

。
し

か
し

、
廻

船
業

者
に

よ
る

勝
手

売
り

で
の

大
坂

市
場

へ
の

<
流

入
は

供
給

量
の

増
大

を
招

き
、

ま
た

問
屋

に
よ

る
先

売
な

ど
の

不
正

取
引

も
あ

っ
て

鋭
鉄

価
格

は
下

落
し

、
こ

れ
に

よ
り

大
坂

売
り

に
対

す
る

鉄
山

師
の

統
制

を
招

く
こ

と
と

な
っ

た
。

そ
の

た
め

買
積

形
態

に
よ

る
大

坂
売

り
は

排
除

さ
れ

、

廻
船

業
者

の
参

入
は

運
賃

積
の

み
と

な
っ

て
い

っ
た

の
で

あ
る

。
こ

の
こ

と
は

結
果

的
に

、
廻

船
業

者
の

北
国

・九
州

行
へ

の
比

重
を

大
き

く
し

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
。

実
際

、大
浦

湊
の

廻
船

や
竹

下
家

の
事

例
で

も
大

坂
市

場
に

対
す

る
依

存
度

は
低

く
、

む
し

ろ
九

州
・

北
国

で
の

取
引

が
多

か
っ

た
こ

と
も

、
そ

の
点

を
補

強
す

る
も

の
と

い
え

る
で

あ
ろ

う
。

一
方

、
廻

船
業

者
の

活
動

に
目

を
転

じ
る

と
、

彼
等

も
ま

た
西

廻
り

航
路

を
中

心

に
活

躍
し

、
当

地
の

特
産

品
を

移
出

す
る

代
わ

り
に

、
北

国
•

九
州

辺
り

か
ら

米
、

瀬
戸

内
で

は
塩

を
購

入
し

た
。

こ
れ

ら
の

商
品

は
当

地
で

の
需

要
品

で
あ

り
、

そ
の

意
味

か
ら

み
て

も
彼

ら
は

当
該

地
域

の
商

品
流

通
の

重
要

な
担

い
手

で
あ

っ
た

と
い

え
る

。

と
こ

ろ
で

、
従

来
山

陰
地

域
の

廻
船

に
お

い
て

は
、

鉄
・

半
紙

・
木

綿
な

ど
の

産

品
が

そ
の

収
益

を
支

え
て

い
た

こ
と

が
論

じ
ら

れ
る

が
、

本
稿

で
み

た
竹

下
家

の
事

例
で

は
、

北
国

廻
船

な
ど

と
同

様
に

米
が

最
大

の
商

品
で

、
ま

た
収

益
性

も
高

か
つ

た
こ

と
が

わ
か

り
、

必
ず

し
も

地
場

産
品

の
み

に
依

存
し

て
い

た
ば

か
で

は
な

か
っ

た
の

で
あ

る
。

何
れ

に
せ

よ
、

廻
船

の
経

営
に

つ
い

て
は

こ
う

し
た

勘
定

帳
の

分
析

に
よ

っ
て

詳
細

に
、

か
つ

経
年

的
な

取
引

動
向

に
つ

い
て

見
る

こ
と

が
必

要
と

い
え

る
で

あ
ろ

う
。

注

一
「江

川
出

入
一

件
控

」
井

上
平

造
氏

所
蔵

。
二

天
保

三
年

(
ー

八
三

二
)

「安
濃

郡
仙

山
村

・
波

根
東

村
御

用
留

」
大

田
市

役
所

所
蔵

。
-

児
嶋

俊
平

氏
に

よ
る

と
、

廻
船

の
大

型
化

の
背

景
と

し
て

造
船

技
術

の
導

入
が

普
及

し
た

こ
と

を
指

摘
し

て
い

る
。

(『
近

世
・

石
見

の
廻

船
と

r
製

鉄
』

郷
土

石
見

懇
話

会
、

二
〇

一
〇

年
)。

ニ
ー
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ニ
ニ

四 
出

雲
崎

町
教

育
委

員
会

編
『

出
雲

崎
町

史
』

海
運

資
料

集
(3

)
出

雲
崎

町
、

ー
九

九
七

年
。

こ
の

客
船

帳
は

、
払

化
三

年
(

一
八

四
六

)
か

ら
明

治
二

十
年

2
八

八
七

)
ま

で
に

出
雲

崎
に

入
津

し
た

泊
屋

の
客

船
の

記
録

で
あ

る
。

こ
の

客
船

帳
の

特
徴

は
積

荷
が

記
載

さ
れ

て
い

る
点

で
あ

り
、

こ
れ

に
よ

る
石

見
廻

船
の

多
く

が
鏡

鉄
・

半
紙

・
木

綿
な

ど
を

積
載

し
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
! 

「公
用

之
諸

書
類

留
」

上
野

武
三

家
文

書
。

六 
文

政
十

三
年

(
一

八
二

〇
)

「他
国

江
罷

越
鉄

山
稼

方
仕

候
儀

に
つ

き
愁

訴
状

」
熊

谷
家

文
書

。
セ 

文
化

四
年

(
一

八
〇

七
)

「ひ
も

の
や

鉄
一

件
立

會
書

類
留

」
中

村
家

文
書

。
A 

大
和

村
誌

編
纂

員
会

『大
和

村
誌

』
上

巻
、

大
和

村
教

育
委

員
会

、
ー

九
八

一
年

。
九

 
享

和
元

年
(

一
八

〇
ー

)
「大

坂
錠

問
屋

同
売

捌
方

定
書

」
中

村
家

文
書

。
ー。

文
化

二
年

(
一

八
〇

五
)

「大
坂

鏡
鉄

問
屋

定
熟

談
書

附
」

中
村

家
文

書
。

-
-

「鑑
稼

鋭
鉄

売
払

始
末

書
附

」
中

村
家

文
書

。
ー二

文
化

八
年

(
ー

ハ
ー 

ー
)

「鋭
売

捌
方

取
極

書
」

熊
谷

家
文

書
。

一
三

 
大

浦
湊

の
城

米
輸

送
と

蔵
宿

に
つ

い
て

は
、

上
村

雅
洋

「石
見

国
銀

山
領

の
城

米
輸

送
」

(柚
木

学
編

『
日

本
海

水
上

交
通

史
論

集
』

第
一

巻
、

文
献

出
版

、
ー

九
七

六
年

)。
一

四
林

家
文

書
、

島
根

大
学

付
属

図
書

館
蔵

。
一

五
寛

政
三

年
S

七
九

一
)

「御
料

海
川

船
改

一
件

」
中

村
家

文
書

。
一

六
水

主
に

は
、

①
領

主
の

水
主

役
を

勤
め

た
者

、
②

商
船

乗
組

員
、

船
内

の
役

職
分

化
を

ふ
ま

え
た

場
合

は
船

長
を

除
く

船
員

を
い

う
、

③
漁

船
乗

組
員

の
う

ち
船

頭
を

除
く

船
員

、
が

あ
っ

た
が

、
こ

こ
で

の
水

主
は

②
で

あ
る

。
(斉

藤
善

之
「水

主
』

『海
と

川
に

生
き

る
』

身
分

的
周

縁
と

近
世

社
会

2
吉

川
弘

文
館

、
二

0
0

七

年
)。

一
七

林
家

文
書

島
根

大
学

付
属

図
書

館
所

蔵
。

一
人

林
家

文
書

島
根

大
学

付
属

図
書

館
所

蔵
。

ー九 
竹

下
家

に
よ

る
保

関
鎖

の
経

営
に

つ
い

て
は

「当
子

ヨ
リ

来
酉

迄
拾

ケ
年

季
鋭

下
掛

証
文

之
事

」
(住

田
屋

文
書

)
に

そ
の

名
が

見
え

る
。

二
。

近
重

小
次

郎
『

石
見

国
地

価
全

書
』、

ー
八

七
八

年
(国

立
国

会
図

書
館

近
代

デ
ジ

タ
ル

ラ
イ

ブ
 ラ

リ
ー

)。

--- 
竹

下
家

文
書

(石
見

銀
山

世
界

遺
産

セ
ン

タ
ー

保
管

)
に

は
竹

下
家

が
経

営
し

た

廻
船

業
の

勘
定

帳
が

次
の

通
り

あ
る

。

住
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第 6 ̶ 1 表 : 安 政 2 年 の 勘 定 明 細

大 勘 定

項 目 金  額 備  考

春 直 番 北 国 行 徳 用 金  17 両 32 知 9 分 2 厘

弐 番 上 下 損 ▼ 金  63 両 40 51 7 分  8 厘

三 番 越 後 難 船 損 分 ▼ 金  30 両 74 処  8 分  8 厘

雑 用 ▼ 金  12 両  31 勾  9 分

水 主 六 人 給 ▼ 金  16 両 11 勾 1 分 1 厘

合  計 ▼ 金 105 両 25 勾 7 分 5 厘

① 直 番 北 国 上 下

項 目 ー 金  額 備  考

積 下 り物 売 買 徳 用 金  30 両 35 勾  5 分  8 厘

積 登 リ荷 売 買 損 分 金  22 両 ! 。 i g  7 分 8 厘

合  計 金  52 両 46 勾 3 分 6 厘 ①

項 目 金  額 備  考

利 足 金 ( 為 替 ) 金  17 両  2 四 4 分 9 厘

雑 用 金 18 両 10 9 分  5 厘 ③

合  計 金  35 両 13 勾 4 分 4 厘 ② + ③ = ④

残 金 金  17 両 32 勾 9 分 2 厘 ① 一④

② 弐 番 越 後 上 下

項 目 金  額 備  考

積 下 り物 売 買 損 分 ▼ 金  27 両 56 勿 6 分 9 厘

積 登 り荷 売 買 損 分 ▼ 金  10 両 11 9 分  9 厘

合  計 ▼ 金  37 両 68 59 6 分 8 厘 ①

項 目 金  額 備  考

諸 入 用 金  18 両 12 59 I 分

持 下 り2 0 0 両 の 利 息 金  6 両  4Q 勾

持 出 し3 両 の 利 息 永 48 59

雑 用 永 72 59 ③

合  計 金  25 両 72 59 I 分 ② + ③ = ④

残 金 ▼ 金  63 両 40 59 7 分 8 厘 ① 一④

③ 三 番 北 下

項 目 金  額 備  考

積 下 り物 売 買 徳 用 金  59 両 46 15g 9 分 1 厘

合  計 金  59 両 46 59 9 分 1 厘 ①

項 目 金  額 備  考

難 船 作 事 他 入 用 金  32 両 57 59 4 分  2 厘

雑 用 (味 噌 • 野 菜 等 ) 金  14 両 86 59 9 分  7 厘

東 風 西 風 往 返 入 用 金 5 両  2 59 3 厘

粮 米 入 用 金  10 両 21 59 2 分 5 厘

積 下 り荷 物 元 代 金 利 息 金 27 両 53 59 8 分 2 厘

合  計 金  90 両 21 4 分  9 厘 ②

残 金 ▼ 金  30 両 74 59 8 分 8 厘 ¦① 一②

出 典 : 安 政 2 年 「住 吉 丸 勘 定 帳 」竹 下 家 文 書



第 6 ̶2 表 : 直 番 北 国 上 下

【下 り】

買方 一

仕切 日 取 引先 商 品 数畳 代金 備考

寅 11月 島原 ・石見屋 天草 黒砂糖 630斤1歩 3厘 金6両53地フ厘

寅 11月 島原 •庄 吉 蟬 597斤3歩 金鴻 両9列1分

寅 " 月 島原 •石見屋 蟬 湖 0斤 金 能両98め4分8厘

卯 潟 安 来 ・笹 屋 木綿 8丸 金 46両 65四6分3匡

卯 2月23 日 米 子 •木屋 木綿 [ 2丸 金97両 87595分7厘

寅 12月 木附子 S箱 金3両39列5分8厘

卯 正 月 鉄 1釦 束 金 126両38554分 6厘

卯 2月 長浜 ・昌田屋
半 紙 30丸

金 38両 92592分9厘
七帽

合 計 金425両64& 1分 8厘

充方

仕 切 日 取 引先 商品 数量 代金 備考

卯 4月4 日 秋 田 •船木助 左衛 門 天 草黒砂 糖 4如 斤 金6両43列2分了厘 9列5分損

卯 4月 13 日 秋 田 •船木助 左衛 門 蜻 龍27斤5059 金 100両永 用勾4分$厘 5両 18加 分2厘損

卯 4月4 日 秋 田 •船木助 左衛 門 出震木綿 420反 金48両 分8厘

7面 Z5四3分6厘利I
秋 田 •船木助 左衛 門 米 子木綿 10箇 金86^ 57^ 2分 1厘

2  卯 4月 秋 田・越前 屋茂兵 衛 米 子木綿 2® 金9T両6T勾 5分7厘

I 秋 田・船 木助左衛 門 木 附子 5箱 金3両20肉4分2厘 19勿 1分61I 損

卯 5月 能 登輸 嶋小売 鉄 1束 永83四8厘

' 26両5QR 7分 5厘 利
秋 田・船 木助左衛 門 鉄 130束 金 111両33也9分9厘

秋 田・船 木助左衛 門 鉄 8束 金 6両 70 目了分 1厘

卯 5月 1日 能 登翰 嶋 ・宮野屋与 兵衛 鉄 41束 金 34両 永5用4分3厘

卯 3月?8 日 秋 田・船 木助左衛 門 半紙 18丸 金42岡永5853 1分7厘 3両 6659 1分9厘利

小 計 金 458両 12列T分9厘

切出 し 金2両 13分3厘

合 計 金 455両99勾フ分611

差 弓¦ ¦: 金30両 35勿5分8厘 I

【登 り】

買 方

充方

仕 切 日 取引先 商 品 数量 代 金 備考

卯 4月6 日 秋 田•船木 助左衛 門 白米 55石5升5合 金56両 5初 分 511

卯 4月6 日 秋 田・船木 助左衛 門 白米 10石4斗&升5含 金 ! 0^ 71558分&厘

卯 4月6 日 秋 田•船木 助左衛 門 白米 16石3斗3升5合 金 16両刀 列2分9厘

卯 4月&日 秋 田•船木 助左衛 門 白米 231石 2斗3合 的 金200両 51勾9分5厘

秋 田・船木 助左衛 門 荏粕 181俵 金 39両35539分 1厘

合 計 金323両42勾7分 5厘

差 引 ［ 金”両 10^ 7分8厘 !

出典 :第 6 T 表 に同じ

注 :代金 は諸経 費を加 除したものを記戴

仕 切 日 取引先 商 品 数量 代金 備考

卯 5月4 日 手前 白米 12石9斗2升 金 切両 10596分5厘

卯 5月4 日 脇 岡屋善穴 白釆 40石5斗8合 金 47両36593分5厘

卯 5月6 日 温泉津 •木 津屋平 左衛 門 白米 19石7斗4合 金23^ 1557分5厘

船 粮米二手売 白米 3石了斗2升了合 金4両35勾7分了厘

卯 5月7 日 温泉 津 ・木津屋 平左衛 門 白米 61石2升3合 金61両 刀蓉2分5厘

江津 ・城構 、川本 ・丸屋 白釆 45石7斗5升 金 45両 ?5四

卯 S月14 日 長州萩 城下 ・堀 安左衛 門 白米 98石9斗5升5合 金 1132両91力 3分 2厘

船 中切 出 い二渡 白采 6俵

船頭 貸 白米 9俵 金2両80矩8分

竹屋上 リ 濡 米 3石3斗 金3両 14勾7分7厘

伯 州境積 行 ・酒井屋 預 け 荏粕 ・種粕 181俵 金39両 35i gg分 1厘

合 計 金 345両S3処5分4厘

即
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第 6 ̶  3 表 : 二 番 越 後 上 下

【下 り】 【登 り】

買方 買方

差 引 ij r 金 10両 11539分9厘 ¦

出典 :第 6 T 表 に同じ

仕 入 日 取 引先 商 品 数量 代金 帽考 仕入 日 取 引先 商 品 数量 代 金 備考

寅 ”月 島原石見屋 生^ 35缺 金 121両83勾6分8厘 越後新 潟 •小川屋 長右衛 門 御城 米 480俵 金?66両BB列T分8厘

為替元 利息 金 ”両69勿6分3匡 越後新 潟 ・小川屋 長右衛 門 山 之山御米 200俵 金83両48554分9厘

卯 5月20 日 江 津 ・城 構 50束 金42両76^ 9分3厘 SP 7月1日 越後新 潟 •小川屋 長右衛 門 内蔵 作徳 米 36俵 金13両8S勿

鉄 為替利 息 金1両 255 6分 5厘 合 計 金364両23勿2分 7厘

合 計 金 1刀 両32列B分 9厘

売方

売方 仕切 日 取 引先 商 品 数量 代金 備考

仕切 日 取 引先 商 品 数畳 代 金 備考 卯 丁月27 日 下 関 •石見屋嘉 左衛門 御城 米 464俵 金258両4555 T分 2厘

卯 明 18 日 越 後新潟 •小 川屋長右衛 門 生蠟 35吼 金的3両68勾7分 2厘 卯 8月 加 日 尾道 •石 見屋七郎 兵衛 擲城 米 16俵 金9両26^ 5分8厘

越 後新混 ・出雲崎屋伝 七 鉄 5D束 金46^ 98^ 2分S厘 卯 8月 】0 日 尾道 •石 見屋七郎 兵衛 山 之山御米 190俵 金フ 5両 68597分2厘

小 計 金150両68559分 7厘 卯 8月W 日 尾道 •石 見屋七郎 兵衛 内蔵 作徳 米 36儀 金13両54初 分7厘

切出 し 金90 目7分TH 船 中切出 し 山之 山卸米 &俵

合 計 金149両76処2分 売残 船頭 買取 山之 山御米 4俵 金1岡59矢¦8分5厘

残分4石5斗B升9合 ▼金4両44列3分 &厘

差 引 ¦ ▼金2T両削カ身分9厘 ¦
4 計 金354両 11列 2分8厘



第6 ̶ 4 表 :三番北 国下 り

【下 り】
ñn J

風 方 ・

売 方

仕入 日 取 引先 商 品 数量 代金 備考

寅 9月27 日 尾 道操綿 90本 金 191両94^ 5分7厘 為 替元利37両85勾7分5厘

卯 8月10 日 尾道 ・石見屋 尾 道肥濱塩 425俵 金27両6加 分2厘

卯 8月10 日 尾道 • 石見 屋 尾 道肥濱塩 500俵 金23両21勾3分4厘

5D &月19 日 城構 鉄 515束 金383両63勾8分8厘

合 計 金625両86勾7分 ［厘

差 引 ［金 59両26矩 9分 1匡 ［

出典 :第 6 - 1 表に同じ

仕切 日 取 引先 商 品 数:! ： 代金 備考

8月24 日 大浦 ・大黒 屋 小俵塩 1001俵

金35両64勾9分3厘
8月24 日 波根 •三 嶋屋 小俵塩 3叩俵

8月24 日 工屋庄九郎 小俵塩 95俵

8月24 日 工屋庄九郎 大俵塩 11俵

8月10 日 尾道 • 石見 屋 操綿 7本 金 13両44如9分8厘

9月 安兵衛 大俵塩 4俵 金33鬼3分7厘

レ月 16 日 越 後新潟 ・小 川屋 長右 衛 門 操綿 43本 金74両 16勾2分5厘

12月3 日 越 後新潟 ・小 川屋長右 衛 門 操綿 40本 金68両51処 1分4厘

9月8 日 曝岐 国 ・福 本屋 忠兵 衛 塩 66俵 金6両 11加 分5厘

9月7 日 隠岐 国小売 塩 m 俵 金92勿 7分2厘

辰 2月 16 日 越 後新潟 ・小 川屋長右衛 門 塩 319俵 金27両39勾7厘

辰 2月 16 日 越 後新潟 ・小川屋長右衛 門 鉄 200束 金 179両44勾9分 1厘

辰 2月 16 日 越 後新潟 ・小川屋長右衛 門 鉄 111束 金 103両78四9分2厘

越 後新潟 ・出雲崎屋伝七 鉄 194束 金 174両63勿8厘

卯 9月8 日 臆岐 国橋 本屋 方へ預 け置 鉄 7束 金5両76勿 1分5厘

切 出 し ▼金2両83勾8分5厘

合 計 金685両33勿6分2厘

二
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第 7 ̶1表 : 文 久 3 年 の勘 定 明細

大 勘 定

考項 目 金 額 備

書 番秋 田上下 金 150 両 71 59 9 分 5 厘

弐番 庄 内上下 金 56 両 36 鬼 フ厘

三番 秋 田上下 金 205 両 77 7 分 フ厘

四番 長崎 上下 金 49& 両 25 8 分 2 厘

合 計 金 911 両 口 鬼 6 分 1 厘 ①

項 目 金 額 備 考

喪番 上下金 の利 息 金 59 両 55 勿 9 分 8 厘

武番 上下金 の利息 金 1& 両 23 55 4 分 2 M

三番 上下金 の利息 金 24 両 78 53 3 分 2 厘

四番 上下金 の利息 金 51 両 79 勿 4 分 9 厘

容番 上下雑 用金 金 44 両 20 55 3 分 5 厘

弐番 上下雜 用金 金 1 7 両 B3 勾 了厘

三番 上下雑 用金 金 24 両 2 勿 2 分 6 J1

四番 長崎上 下雜用 金 金 53 両 93 勾 3 分 5 JS

手前y細 々積入 雑用 金 3 両 93 列 3 分 3 H

船方 給金 金 24 両 33 列 3 分 3 厘

合 計 金 319 両 95 勾 1 分 2 厘 ②

残 金 金 59I 両 16 4 分 9 厨 ① 一②

① 北 国 査番

項 目 金 額 価 考

下り荷徳 用 金 159 両 86 也 5 分 5 厘

登 LJ荷米 之損分 ▼ 金 9 両 14 勾 6 分

合 計 蓋 150 両 71 5g 9 分 5 厘 ①

項 目 金 額 備 考

雑 用 金 44 両 20 3 分 5 厘

利 金 (統 •綿 引当) 金 50 両 6 8 分 9 厘

利 金 (生蠟 ・木綿 引分 ) 金 9 両 16 7 分 ? H

利 金 金 32 2 分 2 厘

合 計 金 103 両 95 勿 & 分 2 H ②

残 金 金 46 両 95 肉 6 分 2 厘 ¦① 一②

② 北 国二 番

項 目 金 額 備 肴

下 り荷徳用 金 39 両 85 8 分 8 厘

登 り荷 徳用 金 16 両 50 1 分 9 厘

合 計 金 S6 両 36 勿 7 厘 ①

③ 北 国三 番

項 目 金 額 備 考
下 り荷 徳用 金 20 両 ! 9 59 1 分 8 厘

登 り荷 徳用 金 184 両 36 5& 6 分 9 厘

合 計 金 205 両 77 5̂  7 分 7 E ①

項 目 金 額 備 考

雑用 金 24 両 2 勾 2 分 6 厘

利金 金 18 両 42 如 2 分 2 厘

積下 り荷物 元代金利 息 金 11 岡 36 59 1 分

合 計 金 48 両 80 5 分 8 H ②

残 金 金 150 両 71 9 分 5 jl ¦① 一②

④ 九 州 四番

項 目 金 額 備 考
下 り荷徳 用 金 498 両 25 勿 8 分 2 厘

登 な荷 <空 荷)

合 計 金 4前 両 25 8 分 2 B ①

項 目 金 額 備 考

雑用 金 53 両 93 勾 3 分 5 H

利金 ( 綿 ・米 買取金 ) 金 3日両 95 55 2 分

利金 (鉄 買取金 ) 金 6 両 9 分 1 厘

利金 (鉄 買取金 ) 金 5 両 83 勾 3 分 8 厘

合 計 金 E05 両 72 8 分 4 厘 ②

残 金 金 392 両 52 如 9 分 8 厘 ¦① 一②

④ 丸 州 四番

項 目 金 額 備 考

下 り荷徳 用 金 498 両 25 勾 8 分 2 厘

登 り荷 (空荷 )

合 計 金 498 両 25 勿 8 分 2 厘 ¦①

項 目 金 額 備 考

雑 用 金 53 両 93 鬼 3 分 5 厘

利 金 (綿 ・米買取 金) 金 39 両 95 鬼 2 分

利 金 (鉄買取 金) 金 & 両 9 分 1 厘

利 金 (鉄買取 金) 金 5 両 83 55 3 分 8 厘

合 計 金 105 両 72 5̂  8 分 4 M ②

残 金 金 392 両 52 5¢ 9 分 8 厘 ¦① 一②

出典 : 文久3 年 「住吉丸 勘定帳 J竹下 家文書

残 金 1:  金 22 両 29 j S 5 分 8 厘 但) 一②

項 目 金 額 備 考

雑 用 金 17 両 83 犯 1 d

利金 (航 ・半紙 引当) 金 H 両 39 勿 4 分 2 厘

利金 (鉄 引分 ) 金 3 両 4 勾

利金 (持 下 り300両 ) 金 4 両 日0 勿

合 計 金 34 両 6 勾 4 分 9 厘 ②

二
七
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第 アー 2 表 : 北 国 書 番 行 上 下

【下 め

買方
仕入 日 取引先 商 品 数量 代金 備考

戌 12月2 日 岩国屋兵蔵 缺 300束 金143両38勾2分4厘 安兵衛 買

1潟 1日 浜 田•河内屋秀八 鉄 仲疎 金115両15列3分9厘 安兵衛 買

買方入用 金36初 分7厘 1駄に銀5分づつ

12^ 2 日 � 田•河内屋秀八 鉄 20疎 金233両?8334分¢厘

買方入用 金73555分4厘 1駄に銀s分づつ

亥 1月18 日 長州 ・森福利兵衛 生蜘 800Jr 金44両72^ 6分S厘 正味796斤5歩

薮 1月24 日 浜 田•河内屋秀八 生蠟 E丸 金39両 伊助 買

戌 12月2 日 新屋直三郎 綿 150^ 金4132両31勿4分Z厘 役銀等含む ・切出し分除

亥 2月18 日 新屋直三郎 操綿 43本 金120両4丸も分 役銀 ・口銭辱含む

麦 2月14 日 新屋直三郎 木綿 376反 金B2両67i3 3^ 1厘
合 計 ^ 1182両18勾3分8厘 ①

売方
仕入 日 取引先 商品 数量 代金 備考

4月12 日 秋 田・船木助左衛門 a 釦¢)束 金 187両43灯8分5厘

3月11日
佐渡 ・小木湊石見屋利兵衛
/ 越 中屋長兵衛

鉄 90束 金 116両&?灯3分7厘

I
佐渡 ・小木湊石見屋利兵衛
/ 越 中屋長兵衛

鉄 10M 金 13両34^ 2分4厘

" 4月13日 秋 田・船木助左衛門 鉄 200束 金279両74灯9厘

7 4月12 日 秋 田・船木助左衛門 生蠟 1跡 金98両61妙 E分1厘
1

3月11日
佐 渡・小木湊石見屋利兵衛
/ 越 中屋 長兵衛

綿 37本 金 113両『 勾5分3厘

4月9 日 秋 田•船木助左衛 門 操綿 156本 金457 両 5459

4月9 日 秋田 •船木助 左衛 門 木綿 376反 金 ! 00^ 40 目2分 1厘

切出し ▼金5両22刃4分7厘

合 計 金 1342両4勾9分3厘 ②

差 引 金 159両む6列5分5厘 ¦① 一②

【登 り】

直 方
仕 入 日 取 引先 商 品 数暈 代金 備考

4月13 日 秋田 •船木助 左衛 門 玄米 350石 金48&両23勾7厘

4月13 日 秋田 ・船木 助左術 門 白米 152石S升 金240両&1妙2分8厘

4月13 日 秋田 •船木助 左衛 門 白米 7 了石 金121両49妙 1分2厘

4月13 日 秋田 •船 木助左衛 門 白米 1S石1斗 金23両25列2分3厘

合 計 金的 1両78R  了分 ①

売方
仕入 日 取 引先 商品 数童 代金 備考

5^ 22 0 下関 ・石見 屋嘉 左衛門 白米 141石丁斗9升 金247両78角?分3匡

5月” 日 下関 ・石見屋嘉 左衝門 白米 8石3斗3升 金 14 両56勿2分

5月29 日 下関 ・佐野屋熊次郎 白米 525 74 6升4合1勺 金1(K)両55知 !分4厘

S月Z9日 下関 ・佐 野屋植次郎 白米 14石S升 金24両39犯4分5厘

5月陶 日 下関にて小売 白米 2石8斗7升9合7勺 金5両2幻9分

6月11日 竹下へ積立水上手 買 白米 2石&耳了升3合7勺 金5両2分8分9厘

5月22 日 下関 ・佐野屋熊次郎 玄米 163石了斗9升1合1勺 金238両75勿3分9厘

5月23 日 下関 ・佐野屋館次郎 玄米 115S 94 6升8含5勺 金 160即3勿9分4厘

&月晦 日 長浜 ・富田屋孫三郎 玄米 37石3斗8升9合 金56両1593分2厘

B月2 日 長浜 ・富田屋孫三郎 濡米 7石1斗4升 金8両83ぬ3厘

竹下へ蔵上 濡米 1石3斗5升 金 1両64勿7分8厘

合 計 金期 Z両54列1分 ②

差 引 ] ▼金9両 14題6分 I© ̶②

出典 : M 7- 1表 に同じ

> ¦ I
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第 7 ̶3表 :北 国 二番 行 上 下

【下 り】

賈方

雍方

住入 日 取引先 商品 数景 代金 備考

5月20 日 下閏 ・佐野屋 無次郎 8樽 金36両9659｝分2厘

&月B日 長浜 ・富 田屋 孫三郎 鉄 200^ 金 224両3処8分5厘

6月8 日 長浜 ・冨 田屋 孫三郎 半 紙 [ 曲 箇 金 N 6両&2勿4分3厘

6月8 日 長浜 ・冨 田屋 孫三郎 半紙 32丸 金52両フ分フ厘

5月28 日 上野村兵 衛市朗 鉄 30束 金31両由 532分 1厘

5月19 日 丸 日谷 常右衛 門•近 平 鉄 10O束 金94両B5列3分
合 計 金 646両30勾2分8厘

仕入 日 取 引先 商品 数量 代金 備考

7万 12 日 庄内酒 田 •奥 村七三拓 監 8挺 金33両56列3分6厘

7月12 日 庄内酒 田 •奥 村七三郎 鉄 111束 金 133両65貝3分8厘

7月12 日 庄内酒 田 •奥 村七三郎 鉄 87束 金 109両9勾8分G厘

7月12 日 庄内酒 田 •奥 村七三郎 半紙 43箇 金85両28559分7厘

7月ロ 日 庄内酒 田 •玉 木屋喜 三郎 半紙 47崗 金93両51勾2分3厘

了月12 日 庄内酒 田 •奥 村七三郎 半紙 国箇 金 43両99列9分5厘

7月23 日 庄 内酒 田, 玉 木屋喜三 郎 半抵 2箇 金5両24勿6分 7厘

北国にて売残 り船 中に有 半紙 16箇 金 33両36列8分5厘

北国にて売残 り船 中に有 半訟 4丸 金5両5砂¢9分2厘

7月12 日 庄 内酒 田•奧 村七三郞 130束 金 141両 KJ59 了分2厘

小 計 金朋 7両 78596分&厘

切 出 し ▼金 1両 62555分

合 計 金686両 1855 1分6厘

売方

【登 り】

買方
仕入 日 ¦ 取 引先 ! 商 品 ¦ 数量 ! 代金 ! 備考

7月 12 日¦庄 内酒 田•奥 村七三郞 I 米 I 〔11】俵 ¦金 609両62鬼9分3厘 ¦
4 計 ¦金 609両6255 9分3厘 ¦

差 弓¦ 佳 16両50 目1分 9厘 [

出典 : 第フ- 1 表に同じ

仕入 日 取引先 商 品 数量 代金 備考

明 伯 州墳湊 •新屋 直三郎 米 1097^ 金 618両22^ 9分7厘 伯州上 り道

船 中切出来 引当にて相渡 分 米 M 俵 金7両如 勾 1分5厘
合 計 金脂 B両 1359 1分2厘

差 引 金39両8555 8分8厘



第 7 ̶4 表 : 北 国 三 番 行 上 下

【下 り】

真方
仕 入 日 取 引 先 商 品 数量 代金 備 考

8月26 日 新屋 直 三郎 生 芋 222俵 金 38両 74勿6分 9厘 大根 島 出

8月 米子 町 •笹屋 滑 兵術 操 綿 66本 金 191両 4勿7分3厘

B月26 日 新屋 直 三郎 操 綿 27本 金 78両 91勿4分

8月26 日 新屋 直 三 郎 木綿 古 手 33箇 金 127両 了 8勾3分 111

北 国 にて売 残 半紙 18箇 ・9丸 金 38両 的 勿 S分7厘

4 計 金473両 3T施 了分

売方

仕 入 日 取 引先 商 品 数 量 代 金 備考

9月 13 日 秋 田 •船 木 助 左衛 門 薩摩 芋 222俵 金的 両 39公 1厘

9 月13 日 秋 田 ・船 木 助 左衛 門 綿 93本 金294両53勾 6分 9厘

9月13 日 秋 田 •船 木 助 左衛 門 半紙 15箇 金35両5 口哲 3分8厘

8 月明 日 伯 州境 湊 •新屋 直 三 郎 半 紙 1箇 金2両81R 5分 フ厘

8月25 日 伯 州境 湊 •新 屋直 三 郎 半 紙 3箇 金4両60勾 了分 5厘

9月13 日 秋 田 ・船 木 助 左衛 門 半 紙 1箇 釦 両42勾 3分4厘

10月 伯 州 境 ・新 屋 直三 郞 古 手 33箇 金 129両 1勾 4厘:

合 計 金494両28施7分 8厘

7
5 「
I ―

差 引  20両91勾8厘

【登 り】

買方 _

売方

仕 入 日 取 引先 商 品 数置 代 金 備 考

9月 13 日 秋 田 ・船 木 助左 衛 門 米 54石8斗4升 1合 金74両 8^ 19去2厘

9月 13 日 秋 田 ・船 木 助 左衛 門 米 成 石3斗 金82両 44灯 2分

9月 13 日 秋 田 •船 木 助 左衛 門 米 伯 1石 2斗 金241両 9加 分9厘

9月 13 日 秋 田 ・船 木 助 左衛 門 米 9丁石4斗9升 2合5勺 金 131両 37妙 3厘

9月 13 日 秋 田 ・船 木 助 左衛 門 古 米 39石 1斗 1升 6合 金54両9勿 5分4厘

9月 13 日 秋 田 ・船 木 助 左衛 門 大 豆 ・古 大 豆 102石3斗 , 升R合 金 13 1両4 153 2分 S厘:

4 計 金 714両50 目6分3商:

差 引 I釦 84両B6W 分 9厘 ［

出典 : 第 7 T 表 に同 じ

仕 入 日 取 引 先 商 品 数 量 代金 備考

仲 月 伯 州 境湊 •新 屋直 三 郎 大 豆 ・古 大 豆 97石9斗 7升 1合 金 183両82勿4分

10月 伯 州 境湊 •新 屋 直三 卽 米 189石 8斗 金 294両23:55 3分 6厘

10 月 伯 粉 境湊 •新 屋直 三 郎 米 20。石 1升 金 351両 16知2分 6厘

10月 伯 州 境湊 •新 屋 直三 即 米 97石4 斗9升2合 5勺 金 131両37対3厘

10月24 日 水 主 共 に売 古 米 12石了斗 1升 &合 金 22両 90 目8分 2厘

11月23 日 温 泉 津 ・木津 屋 平 左衛 門 米 23石 1斗2升 金 45^ 53596分 5厘

11月 18 日 温泉 津 にて小 売 古 米 8斗6升 7合 金 1両 花 目8分 5厘

合 計 金 899両 37勾3分2厘

O IH



第フ̶5 表 : 四番 九州行
【下 り】
買方

仕 入 日 取 引先 商 品 数量 代金 備考

10月 米子 •笹 屋清兵衛 操綿 156本 金507両釘 矩9分5厘

10月21日 大崎村 • 問屋徳 四郎 操綿 30本 金 2 0両30勾B分2厘

10月 伯 朔境 湊 •新屋直三 郎 操綿 121本 金 388両 70 目5分3厘

10月 伯 州境 湊 •新屋直 三郎 米 137石3斗4升7合5勺 金 251両 60勾9厘 庄 内米

12月 冨 田屋 鉄 20。束 金243両7勾6分9厘 河野直 三郎鉄

8月 ( 浜 原村 ) •赤 名屋庄 助 鉄 120束 金 125両 18処5分4厘 10月温 泉津 木津屋積 入
合 計 金 ! 616^ 7655V 分

売方
仕 入 日 取 引先 商 品 数暈 代金 備考

11月18 日 温 泉津 •木津屋 平左衛 門 米 132石8斗2升8合5勺 金263両4935 7分2匡

11月ロ 日 温 泉津 にて小売 米 1石3斗4升 金2両 66勿5分3厘

11月 温 泉津 •木津屋平 左衛 門 操綿 40本 金 157両5犯5分5厘

11月21日 黒 松 ・岩 国屋 操綿 50本 金 189両52勾3分9匡

12月晦 日 長 崎 ・石 見屋 善右衛 門 操綿 217本 金 1044両 1勾5分4厘

子 1月15 日 平 戸 多助 ・松 本源市 鉄 242束 金373両 19知1分2厘

九 州にて不捌船残 鉄 70 金85両7勿7分 子北 国行の荷へ

合 計 金2115両2勾5分5厘

差引

出典 :第 7 T 表 に同 じ

佳 498両25免8分2厘 ［
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第 8 ̶ 1 表 : 安 政 4 年 の 勘 定 明 細

大 勘定 ③三養新 帰上 下

項 目 金 額 備 考 項 目 金 額 備 考
告番秋 田上下徳 用 金 80 両 17 5 積下 り物 売賣徳用 金 47 両 93 R  9 分 5 厘

弐 番本庄酒 田上 下德用 金 39 両 9 ? 分 1 厘 積登 り荷 売買疲用 金 25 両 明 R  ？分 2 厘

三番新潟上下徳 用 金 52 両 18 鬼 6 分 9 厘 合 計 金 73 両 82 勿 6 分 7 厘 ①
四番丸州上下 金 40 両 32 39 6 分 6 厘

合 計 金 2技 両 48 め 5 分 6 厘 ① 項 目 金 額 備 考

利足金 ( 為 替) 金 10 両 88 ^9 S 分

項 目 金 額 備 考 雑用 金 12 両 45 4 分 2 厘

苧 ・竹 木 ・塩等手前 植入物代 金 9 両 3D 勿 8 分 6 厘 W ▼ 金 ［両 的 勿 3 分 8 厘
船 顛水主7 人分 給金 金 21 両 41 四 6 分 7 厘 小 計 金 10 両 77 勾 5 分 5 厘 ③ 一④ = ⑤

色 計 金 30 両 72 5 5> 3 ® ② 合 計 金 21 両 71 3g 8 5> 6 H ② + 為 =!⑥

残 金 金 181 両 76 55 3 厘 I① 一② 残 金 金 52 両 18 6 分 9 J1 ® 一⑥

① 建番秋 田上下 ④ 四耆 九州上 下

項 目 金 額 I 備 考 項 目 舘 備 考
積 下り物売買德用 金 27 両 6 55 3 分 7 JI ¦ 積下 り物売 買德用 金 11 両 84 6 分

推 登り荷売買徳用 金 95 両 99 55 7 分 6 J1 ［ 積登 り荷売 買德用 金 75 両 8 必 & 分 5 厘

合 計 金 123 両 6 勿 1 分 3 厘 ¦① 合 計 金 86 両 93 ¢5 4 分 4 厘 ①

� � �  出典 : 安 政4 年 「住 吉 丸勘 定帳 」竹下 家文書
残 金 ［ 金 ® 両 76 勿 3 厘［① 一④

項 目 金 額 備 者 ー 項 目 額 備 考
利 足金 ( 為替) 金 丁両 82 妙 5 分 3 厘 利足金 ( 為習 ) 金 2 34 5¢ 5 ®
i t 5 崗 7 55 5 分 3 厘 a 金 4 両 96 9 分 4 厘
i t 2 両 22 9 分 U 金 6 両
f t 4 両 5 55 2 分 3 J1 小 計 糸 r  i呵 30 5& 9 分 9 ® ②
i t 12 8 分 駐 用 金 31 両 29 7 分 9 厘 ③

小 計 20 両 30 9 分 9 M ② 合 計 金 46 両 60 53 7 分 8 厘 ② + ③ = ④

雜 用 22 両 57 55 ③

合 計 金 42 崗 88 55 6 分 3 厘 ② + ③ = ④ 残 金 金 40 両 32 55 6 分 6 厘 ¦① 一④

② 致番本庄酒 田上下

項 目 金 額 摘 考

積 下り物 売買徳用 金 6 両 21 勾 6 分 5 厘

積 登り荷売買徳用 金 65 両 82 55 6 分 5 厘

合 計 金 乃 両 4 55 3 分 ①

項 目 金 額 備 考

利 足金 ( 為替) 金 1 両 91 55 I 分 3 厘
i t 金 4 両 80 5g
i t 金 4 両 6 5g 4

小 計 金 S 両 77 妙 5 分 5 厘

雑 用 金 17 16 55 4 分 3 厘

雑 用 金 5 両 6 四 6 分 1 厘 ②
小 計 金 22 両 17 % 4 厘 ③

合 計 金 32 両 94 勾 5 分 9 厘 ② + ③ = ④

残 金 金 39 両 9 7 分 1 厘 ¦① 一④
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